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真鍋　和博 （北九州市立大学地域創生学群 准教授）

住吉　廣行 （松本大学 副学長）

齊山美津子 （神戸女子大学文学部教育学科 教授）

三浦　　潔 （京都文教大学人間学部現代社会学科 教授）

報 告 者

概　要

コーディネーター

　近年各地の大学が導入している「地域連携型教育」とは、キャンパス内の
学習だけでは得られにくい類の能力をキャンパス外の実社会での様々な体験
を通して、学生に身につけさせようという試みである。そういった「キャン
パス内学習では得られにくい能力」は、従来、大学教育の主たる目標とは考
えられていなかったものであり、その育成を主たる目的にするカリキュラム
のひとつとして、地域社会と連携した教育プログラムを大学が導入するよう
になったと言えよう。ただ、これらの教育プログラムは様々な点で、従来の
大学カリキュラムの枠組みに整合しにくい問題点を持つ；授業（実習）時間
の不規則性、半年の学期で完結する科目との時間的不整合性、成績評価の方
法など。
　第３分科会では、地域社会との連携を活用した教育プログラムを実施して
いる３大学にそれぞれの取組を紹介頂き、地域連携型教育の在り方について
検討する機会を提供したい。
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【第３分科会】

地域連携が大学教育にもたらすもの

参　加　者　数　　　４９名

分 科 会 報 告 者
　　第１報告者　　　　　真鍋　和博（北九州市立大学地域創生学群 准教授）
　　第２報告者　　　　　住吉　廣行（松本大学 副学長）
　　第３報告者　　　　　齊山美津子（神戸女子大学文学部教育学科 教授）
　　コーディネーター　　三浦　　潔（京都文教大学人間学部現代社会学科 教授）

１．概要
分科会のねらい：
　近年各地の大学が導入している「地域連携型教育」と
は、キャンパス内の学習だけでは得られにくい類の能力
をキャンパス外の実社会での様々な体験を通して、学
生に身につけさせようという試みである。そういった

「キャンパス内学習では得られにくい能力」は、従来、
大学教育の主たる目標とは考えられていなかったもの
であり、その育成を主たる目的にするカリキュラムの
ひとつとして、地域社会と連携した教育プログラムを
大学が導入するようになったと言えよう。ただ、これ
らの教育プログラムは様々な点で、従来の大学カリキュ
ラムの枠組みに整合しにくい問題点を持つ：授業（実習）
時間の不規則性、半年の学期で完結する科目との時間的
不整合性、成績評価の方法など。
　この分科会では、地域社会との連携を活用した教育プ
ログラムを実施している３大学からそれぞれの取組み
の報告を聞き、地域連携教育の在り方についてフロア参
加者をも交えた意見交換を展開する。
　

報告の概要：
　最初にコーディネーターから分科会の趣旨と進め方
についての説明があり、３名の報告者による発表が午前
中に行われた。

１）第１報告　真鍋 和博 氏
「地域創生学群の取組み
　　～指導的実習プログラムを中心として～」
　真鍋氏は、2009年４月北九州市立大学に開設された地
域創生学群を中心となって運営する人物のひとりであ

る。この地域創生学群が持つ理念、目的、カリキュラム
構成、および課題が報告された。
　
２）第２報告　住吉 廣行 氏

「地域の“教育力”を活用した、動機付け教育・実践力育成教育
　　～アウトキャンパス・スタディを通して「課題意識」「自信」
　　　を育む～」
　松本大学は、2009年度、全国の私立大学の中で最も地
域貢献度が高い大学と評価された（「日経グローカル」
誌によるランキング）。住吉氏は、副学長として同大学
の地域連携活動・教育を推進してきた人物である。同大
学の地域連携型教育の概要と実績及び課題が報告され
た。

３）第３報告　齊山 美津子 氏
「地域連携が大学教育にもたらすもの」
　神戸女子大学は大学の地域貢献活動を推進するため、
2006年と2008年に地元神戸市の須磨区と中央区とそれぞ
れ地域連携包括協定を結んだ。齊山氏はこの協定に基づ
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いて同大学の地域連携（教育面と貢献面）を実施する立
場にある人物である。同大学の地域連携活動の概要と実
績及び課題が報告された。
　

報告に対する質疑及び全体討論の内容：
　午前の部が終了した後、３名の報告者の発表に関する
質問用紙をフロアから回収した。午後の部では、先ずそ
れら質問用紙に記載された質問・意見について、３名の
報告者から回答とコメントを述べてもらい、更にその回
答・コメントに関連する意見や質問をフロアから受けて
議論を展開した。いくつかの質問を挙げると次の通り；
１）真鍋氏に対する質問
・ 地域創生学群の理念を地元地域の人々に理解してもら

うために行っていることは何か？
・ 「地域創生力」の構成要素とその効果測定の方法
・ 「地域創生力」と学士力・教養教育との関係
・ 「ポートフォリオ」（その作成を通した学生による勉学

の自己管理）のフォーマットはどのようなものか？
　→　学習目標の設定、履修計画の作成（学期毎）、ゼ

ミ教員によるアドバイス
・ 学生のモティベーションを維持する方法
・ マナー・トレーニングのやり方
・ 一般入試での面接試験について、その評価ポイント

は？
・ 社会人学生は演習・実習にどのように関わらせている

のか（一般学生とは異なると思うので）
・ 実習プログラムでの学生の活動を評価する基準は？
２）住吉氏に対する質問
・ 個々の学生が担当する案件の決め方
・ 地域づくり考房「ゆめ」が設定された経緯
３）齊山氏に対する質問
・ 通年で15回の学外活動をすれば「地域学習」の単位（２

単位）が取得できるとあるが、履修登録している学生
の途中経過をどのようにフォローしているのか。

・ 「地域学習」を履修する学生のうち、最終的に単位を
取得できる学生の比率が少ないことについて

４）全員に対する質問
・ 地元地域との関係構築と関係継続の方法
・ 地元地域との交渉窓口は誰か？
・ 地元地域から持ち込まれる案件に、教育目的以外のも

の（バイト的な仕事）が紛れ込む懸念はないか？
・ 実習の事前指導と事後指導はどのように行っているの

か？
・ 実習の評価基準について

・ 実習時間の確保の仕方
・ 実習科目の単位数と参加する学生の割合
・ 交通費や活動費に対する資金面の補助はあるのか？
・ GPを取得している場合、GP期間が終了した後、活動

資金の財源はどのように手当てするのか？
・ 複数の教員が関わっている実習科目の場合、個々の教

員による実習成果のばらつきを防ぐために、教員に対
する指導が必要ではないか？

　午後の部では、質問用紙にあった質問や意見について
の意見交換が活発に行われたため、時間的制約から、全
体的なテーマについての討論は行わなかった。

２．論考
（分科会の到達点と今後の課題について）

　昨年度と今年度の２回、「地域連携型教育」をテーマ
とする分科会（昨年度はミニ・シンポジウム）のコーディ
ネーターを担当してつくづく感じることは、「地域連携
型教育」に定型フォーマットはないということである。
個々の大学は、それぞれが持つ教育理念と教育目的、入
学する学生のニーズ、地元地域社会の特徴とニーズを十
分把握した上で、それらに合致した教育プログラムを、
知恵を出し合って作り上げていかねばならない。全国一
律の定型フォーマットが存在しえない所以である。
　また、いくら高い理想を掲げても、それを実施できる
キャパシティが、大学と地域社会と学生それぞれに備
わっていなければ、そのプログラムは「絵に描いた餅」
に終わってしまう。これら三者の能力を冷静に見極めた
上で、それに合った教育プログラムを設計することが必
要であることは論を俟たないだろう。
　昨年度のミニ・シンポジウムと同様、今年度の分科会
において報告を行った３名の方々は、それぞれが所属す
る大学において「地域連携型教育」に携わって来られた。
それぞれの大学独自の「地域連携型教育」の推進役とし
て、地元地域の人々との交渉、カリキュラムの構築と運
用、学生の教育・指導など、様々な役割を果たしておら
れる。
　地域連携型教育に重点を置いたカリキュラムを中心と
する「地域創生学群」をグリーンフィールドから立ち上
げ、第１期生を受け入れた段階にある北九州市立大学（真
鍋先生）。
　大学の地域貢献活動のひとつとして、「地域づくり考
房『ゆめ』」を設置してそれを窓口に学生の参画を推進
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する松本大学（住吉先生）。
　大学として、古くから地元地域社会での活動を行って
きた実績を踏まえて、地元自治体との地域連携包括協定
を締結し、そのインフラに沿って学生の実習参加をバッ
クアップしている神戸女子大学（齊山先生）。
　地域連携型教育を始めるに至った経緯・背景は３大学
まちまちであり、従って現在運営されているプログラム
内容と体制は一様ではない。分科会参加者からの質問
も、個々の報告者に向けられたものの多くが具体性を帯
びていたのに対して、報告者全員に向けられた質問への
回答がばらばらとの印象が強かったのも致し方ないこと
であった。「地域連携型教育」に定型フォーマットはな
いという思いを強く抱いた所以である。
　今回の分科会で結論めいた締めくくりができなかった
のは、コーディネーターの力不足が大きな理由ではある
が、そもそも結論をまとめることに馴染まない類のテー

マであるとも言い得る。
　今や「地域連携型教育」の必要性を認識している大学
関係者は多い。分科会参加者によるアンケートを見ると、
今回の分科会で参考になる情報を多く得られたとの感想
を持った参加者が多かったようだが、「地域連携型教育」
に定型フォーマットがないとするならば、どのようにし
て自らの大学の「地域連携型教育」プログラムを構築し
ていくべきだろうか。
　それには、各地の大学が、それぞれの環境に合わせて
構築し、運営している「地域連携型教育」のプログラム
をこまめに調べて、自分の大学の環境に合う部分を取捨
選択して取り入れていく作業が現実的な対応となるであ
ろう。そういう認識に立てば、「地域連携型教育」とい
うテーマが、このFDフォーラムで来年度以降も採り上
げる意味は十分あると考える。



3 － 6

第
３
分
科
会

第 15回フォーラム 

学生の学びを支える‐つなぐ FDの展開‐ 

平成 22年 3月 7日 

北九州市立大学 

地域創生学群 准教授 

真鍋和博 

 

地域創生学群の取組み 

～指導的実習プログラムを中心として～ 

 

 

1. 地域創生学群の人材育成理念 

 地域創生学群は、現代社会の人材ニーズを鑑み、社会現場で即戦力となりうる能力・素

養を兼ね備えた人材を育成することを理念に掲げている。 

《理 念》 

① 幅広い教養と実践力を持った専門性を備え、地域に関する理論と現場理解により、地域

社会をマネジメントし、地域の再生と創造に貢献できる人材の養成により、地域創生の

中心的役割を担う。 

② 社会人教育と生涯教育を重視し、地域の多様な学習ニーズに応える。 

③ 高校での部活動やボランティア活動に配慮した入試制度や入学前教育の導入により高

校との接続を図るとともに、本学大学院との接続を強化し、長期的展望に立った地域の

人材の養成を担う。 

④ 既存の学部組織では学べないような、地域に関連する複数の学問分野を総合的に学習し、

総合力・実践力を重視したカリキュラムを特色とする。 

《目 的》 

幅広い教養と実践力を持った専門性を備え、現場の実情を含めた地域に関する総合的な理

解を基盤とする、以下のような人材を養成する。 

① 実践力を伴う専門性をもって、企業・ＮＰＯ・ＮＧＯ・行政組織などでリーダー的役割

を担う人材 

② 情報処理能力をもって、企業・ＮＰＯ・ＮＧＯ・行政組織などで活躍する人材 

③ 地域福祉の抱える問題を総合的に把握・理解し、実践力をもった専門性を修得した上で、

地域福祉の現場でコーディネーター的役割を担う人材 

④ ボランティアとしての専門性を身に付け、自らの才能や技能を発揮して、生涯にわたり

地域ボランティアとして活躍できる人材 

⑤ 豊かで潤いのある人生の実現、生涯を通じた人間形成を通じて、人的財産として地域文

化の発展に貢献できる人材 

以上のような理念や目的に沿って、長期的展望にたった地域人材の養成を目指している。

地域創生においては、地域の抱える様々な問題に大学入学以前から関心を寄せ、その地で

生活するコミュニティ・メンバーとしての自覚を持ちながら、長期的に活躍できる人材が

必要不可欠となる。地域創生学群は、こうした人材の養成をも一つの大きな目的とするも

地域創生学群の取組み
～指導的実習プログラムを中心として～

北九州市立大学地域創生学群 准教授　真鍋　和博
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必要不可欠となる。地域創生学群は、こうした人材の養成をも一つの大きな目的とするも

のである。学力のみによらない入試方法や入学前での事前教育の導入を図り、高等学校・

大学・大学院の一貫した教育システムの中で地域創生に貢献できる人材を養成することを

一つの特色としている。 

また、多様な分野で才能を生かし活躍できる地域人材の養成を目指している。地域創生

においては、いわゆるフォーマルセクターの人材養成のみならず、多様な分野において、
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学群は、こうした課題に取り組み、様々な才能や技能を持った人材を発掘するとともに、

幅広い教養と地域理解に基づく実践力を身に付け、自らの才能等を生かして地域に貢献し

ていく人材の養成をも目的とするものである。 

 

2. 座学と実習の融合 

地域社会で活躍できる人材としての能力・素養を身につけさせるためには、机上の学問

を習得することに留まらず、フィールドワークや実習などを通じた実践的なカリキュラム

の構築が必要である。実習を通じて得られた知見を、同時並行的に学習し、知識や理論と

有機的に結合し、新たな課題を設定し課題探求能力を養う場として演習をおく。このフィ
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4. 指導的実習プログラムのメニュー（2009 年度） 

 今年度スタートした指導的実習プログラムであるが、地域の方々の様々な協力を得て、

多様な分野にわたるプロジェクトを実施している。学生一人あたり 4 テーマ程度のプロジ

ェクトに関わることになる。 

○FMKITAQ番組制作実習／毎週火曜 20:00～。地元コミュニティＦＭ局の番組の企画、取材、

放送の一連の活動をチームで行う。 

○オープンキャンパス・大学 PR 実習／高校教員や高校生に地域創生学群を PR する。発表

内容のまとめから、パワーポイント作成、プレゼンテーションを徹底的に訓練する。 

○高大連携プログラム実習／地元高校との高大連携プログラムを学生がサポートする。 

○学童保育実習／夏休みの学童保育でのサポート。学生が子どもたちとの遊びのプランを

立て、予行練習を重ねながら本番に備える。 

○自閉症児療育キャンプ実習／自閉症児を対象とした 1 泊 2 日のキャンプを学生が企画運

営する。障がいに対する知識や、現場での配慮など事前学習も充実させている。 

○地域企業レポート実習／地域企業を取材し、内容をまとめて FM ラジオ番組で放送する。

企業広報としての側面が重要で、放送シナリオをしっかり作成し、放送練習を重ねる。 

○サイクルシティプロジェクト実習／市内最大級の自転車ツアーイベント『サイクルツア

ー北九州』の企画運営を始めとして、自転車を通じた環境保護啓蒙活動を行う。 

○合馬まちづくりプロジェクト実習／たけのこの産地である合馬地区において、まちづく

りのサポートを実施。農産物直売所のお手伝いから、休耕田開拓や竹林の整備等を検討中。 

○門司あきない再生プロジェクト実習／門司港地区の商店街をフィールドにした活性化プ

ロジェクト。商店街への人の流れをどのようにして作るのかが大きな課題。 

○小倉商店街プロジェク実習／JR 小倉駅前の商店街をキャンパスに様々な実習を展開。第

1弾として、商店街一帯の店舗調査を行い、業種分類や空き店舗の確認を行った。 

○子どもボランティア実習／北九州 YMCA主催「野外活動クラブ」に参加し、主として小学

生の子どもたちのキャンプや野外活動を企画し、実施する。 

○車椅子バスケットボール大会実習／大会の補助と模擬店の運営を行う。 

○スクールボランティア実習／北九州市教育委員会との包括提携事業。市内小中学校の普

通学級、特別支援学級や、特別支援学校で授業等のサポートを週 1回行う。約 30名が約 20

校で学ばせていただいている。 

 

5. まとめと今後の展開 

地域創生学群の取り組みは、21 世紀型大学教育の模索であるといえる。それは、理論と

実践の融合という言葉で言い表されるかもしれない。伝統的に大学は理論としての学問を

追及する研究機関として君臨してきた。最近になってようやく教育機関としての位置づけ

がなされるようになったものの、社会で活躍できる人材を教育・輩出するために、大学が

どれだけ貢献できているか不明な部分もあるだろう。 

地域創生学群の取り組みを全学的に波及させていくために、『地域共生教育センター設置

準備室』が 2009 年 11 月に立ち上がり、翌年 4月からの開設を目指して現在準備中である。

このセンターが地域実践型教育を全学展開していく際の重要な拠点となるであろう。 

 フォーラム当日は、これまで取り組んできた内容・成果についてご報告させていただく。 
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地域の “ 教育力 ” を活用した動機付け教育・実践力育成教育
～アウトキャンパス・スタディを通して「課題意識」「自信」を育む～

松本大学 副学長　住吉　廣行
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        学生の学びを支える  ━ つなぐＦＤの展開 ━                      
        

神戸女子大学 齊山 美津子 
 
文部科学省は平成 18 年 12 月、教育基本法の改正により「教育」「研究」に加え「社会

貢献」を大学の役割・使命として位置づけました。大学が担う地域貢献のフィールドは幅

広く、地域貢献事業・産学連携事業・共同受託研究・公開講座・住民、企業などへの付帯

施設開放・地元就職活動・インターンシップ派遣・ボランティア・協定締結・人事交流・

留学生の協力による地域国際交流活動など様々です。本大学の教育学科（昭和 44 年度設

置）では、すでに昭和 47 年には地域活動が始まっていました。例えば、幼児運動研究会

（現ゴーゴーキッカーズ・キッズリーダー部）は、社団法人神戸フットボールクラブの幼

児組の指導員としてボランティア活動をしており、今日まで３６年間続いています。また、

西宮市のボーイスカウト女性リーダーとしても平成元年から長年ボランティア活動をさせ

ていただき、カブスカウトと一緒に、土曜日や日曜日の終日、山登りや物づくり、募金活

動、清掃活動などを行ってきました。これらの地道で継続的な活動が土台となり、ここ 10
年間はさらに地域貢献の取り組みが盛んになっています。2006 年には神戸市須磨区との地

域連携包括協定、須磨離宮公園とのキャンパスパーク連携協定、2008 年には中央区との地

域連携包括協定が結ばれました。諸活動の運営をスムーズに行うために「組織・制度」を

整え、活動の充実を図っています。学生がまず地域社会に関り、実際に体験することを通

して、地域社会に役立つ喜びを知り、問題解決能力を養い、何が貢献できるのか、何が求

められているのかなど地域社会の重要性を知ることで社会人としての認識や意識が高めら

れています。 
 

１委員会の設立 
大学改革の柱の一つである「地域が求める大学」の具体的な取り組みとして、平成 18

年 3 月 7 日、本学と神戸市須磨区との間で「地域連携包括協定」が結ばれたのを契機に、

18 年度から連携事業を通して、本学の知的資源と学生の感性や創造性などを活かし地域活

性化に貢献する体制づくりを行うことになりました。 
 初年度（平成 18 年度）は学内の教職員と学生からなる「連携推進委員」と教員数人の

「実行委員」を設け、連携事業の是非や実行プラン等の検討を行いました。19 年度からは

「地域連携推進委員会」として一つの委員会にまとめられ、教職員・学生・学友会の構成

員で運営されることとなりました。 
  
２地域連携包括協定 
１）神戸市須磨区・中央区との地域連携 

この協定は、学校法人行吉学園・神戸女子大学と須磨区・中央区が包括的な連携のもと、

それぞれの持つ人材や知識、情報などの資源を活用して相互に協力することにより、人材

の育成と地域活性化に寄与することを目的としています。 
  

学 生 の 学 び を 支 え る
― つ な ぐ F D の 展 開 ―

神戸女子大学文学部教育学科 教授　齊山美津子
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Ａ協力事項 
 ①まちづくりの推進 
 ②教育・文化・健康・スポーツの振興および発展 
 ③地域福祉の向上 
 ④人材の育成 
 ⑤地域の安全・安心の推進 
 ⑥その他両者が協議して必要と認める分野 
 
Ｂ地域連携の進め方（須磨区） 
 ①双方に地域連携に関する窓口を設け、その窓口を通して相互に情報交換及び調整を行

い、連携事業を推進する 
 ②大学は須磨区との連携・協力を希望する研究・活動等の情報を積極的に大学に提供し、

大学は、その施策推進に支障のない限り、連携事業及び区内の他の行政機関や団体と

の調整を行う 
 ③大学は須磨区内の他の行政機関や地域団体との接点になるとともに、地域活性化につ

ながる市民活動等の情報を積極的に地域に提供し、大学は学内運営に支障のない限り、

連携事業を行う 
 ④大学は、須磨区の目的が、須磨区の地域活性化にあることに鑑み、その目的に沿って

活動する須磨区内の他の行政機関や地域団体に対しても、須磨区と同様の条件で連携

事業を行う 
 ⑤須磨区は、大学の目的が知的資源の地域社会への還元であるとともに、学生の社会性

の涵養にあることに鑑み、学生の地域連携に関しては教育的配慮及び安全への配慮を

行う 
 ⑥大学及び須磨区は、その施策として連携事業を行う場合は、相手方がかかわって発生

する費用を負担する。また、連携事業において、大学および須磨区が事故・過失等に

より相手方に損害を与えた場合は、これを補償する 
 ⑦その他、この細目に定めないことで、連携事業に問題が生じた場合は、両者で協議し、

誠意をもって解決に当たる 
 
２）須磨離宮公園とのＣＰ連携 
 「ＣＰ」は、大学の「Campus」と公園の「Park」のそれぞれの頭文字によるものです。

ＣＰは双方が相互に施設を開放して利用しあうもので、こうした大学と公園の連携は全国

でも初めてです。本学と須磨離宮公園とは隣接しており、本学が 1966 年に開放し公園が

1967 年に相次いで開園をしました。これまでも親密な関係にありましたが、双方が開校、

開園から 40 年を数えるのを機会に連携の話が進められました。 
Ａ連携の実施例 
 ①施設の利用 
 ②共同研究 
 ③イベントの共同開催 
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する費用を負担する。また、連携事業において、大学および須磨区が事故・過失等に

より相手方に損害を与えた場合は、これを補償する 
 ⑦その他、この細目に定めないことで、連携事業に問題が生じた場合は、両者で協議し、

誠意をもって解決に当たる 
 
２）須磨離宮公園とのＣＰ連携 
 「ＣＰ」は、大学の「Campus」と公園の「Park」のそれぞれの頭文字によるものです。

ＣＰは双方が相互に施設を開放して利用しあうもので、こうした大学と公園の連携は全国

でも初めてです。本学と須磨離宮公園とは隣接しており、本学が 1966 年に開放し公園が

1967 年に相次いで開園をしました。これまでも親密な関係にありましたが、双方が開校、

開園から 40 年を数えるのを機会に連携の話が進められました。 
Ａ連携の実施例 
 ①施設の利用 
 ②共同研究 
 ③イベントの共同開催 

 ④離宮メイト・コベリーヌ（神戸女子大生）によるイベントボランティア 
 ⑤授業等での園の活用 
 ⑥園職員の講演会 
 ⑦文化芸術による創造のまち 
 ⑧広報活動 
 ⑨神戸まつり「須磨音楽の森」スタッフとして活動 
 
３「地域学習」 

連携事業を具現化するために、本学と須磨区の間に地域連携に関する窓口を設置し、情

報交換によって連携を進めることとなりました。こうした連携の体制が整備されるのに合

わせて、学生の教育課程、教育方法に「地域学習」という新しい概念の実践的学習科目を

創設し、教育プログラムを立ち上げました。 
  
１）目標 

地域社会のフィールドで行う体験学習で、学生の自主性・自発性を基調とするものです。

学生は、地域社会の環境・歴史・文化・暮らしや活動を知ることで、地域社会の重要性、

現代社会の役割の見直しの重要性を認識します。そして、地域社会に生きることの喜びや

楽しさを実感し、ボランティア活動から社会奉仕の精神を知り、生涯学習に取り組むため

の基盤となる自己発見・自己啓発にも繋げていきます。このことによって、地域社会能力

の向上はもちろん、やさしさ、思いやり、しなやかな感性、行動力、信頼される大人への

成長を期待するものです。 
 

２）ねらい 
地域学習は、学生たちが連携事業などに関わることによって、地域社会の諸活動や社会

の仕組み等を実際に体験し学習するものです。 
①現在、地域社会に求められているものは何かを知り、自分たちで貢献できることは何

かを探求する能力を養う 
②地域社会の重要性を知り、地域の活性化に役立つことの喜びを感じる 
③地域との関わりから気付く課題を探求し、問題解決能力を養い、社会人意識を養う 
 
 
 
 
 

※具体的な運営組織図や活動の内容・「地域学習」の履修方法は当日パワーポイントで

説明をします 
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2008 年度 地域連携事業団体 

 団 体 名 活  動 

1 
ｋｏｂｅ-suma ビーチフェスティバル２００８実行委員会須磨区

役所須磨消防署・神戸市体育協会他 

須磨海岸のフェスティバル 各種のイベント同日開催 

2 ＮＰＯ法人 ア・ク・イ・ラ  日本の伝統文化のすばらしさを一般市民が再認識できる事業を企画 

3 ＮＰＯ法人 社会還元センターグループ「わ」 日本の子どもの遊び文化を体験的に伝える催しを継続的に開催 

4 斑鳩小学校 地域学習への関わりは自然学校の場を活用 

5 石海小学校 地域学習への関わりはプール解放の場を活用 

6 神戸キャンドルナイト実行委員会 ホウキ星 各種キャンドルナイトを企画 

7 神戸市、こうべＵＤ広場 差別のない社会づくりをめざして 

8 神戸市長田南スポーツクラブ 地域型スポーツクラブ普及活動の一環 夜間小学校の体育館解放 

9 神戸市国際文化観光局観光交流課 協働と参画のまちづくりを推進し、市民の地域活動を支援 

10 神戸市少年団 青少年の健全育成のために、奉仕活動を軸としてさまざまな体験的教育を行っている 

11 神戸市諏訪山児童館 小学生を対象にした児童館でのさまざまな催しを企画 

13 神戸市青少年会館ユースネット 青少年の健全育成のために、子どもや若者の求める場づくり、環境づくり、事業を企画 

14 神戸市高倉台児童館 小学生を対象にした児童館でのさまざまな催しを企画 

15 神戸市中学校教育研究会 障碍をもつ中学生の教育支援 

16 兵庫県少子対策本部 少子化の状況や対策等の情報の共有を図り、県と市町、企業や地域団体等の協働による少子対策を進めている 

17 神戸女子大学教育研究部 離宮公園との共催による「須磨離宮公園学」を開講 地域の知的財産発掘講座を開設 

18 神戸女子大学図書館 図書館の地域開放による各種の取り組みをおこなっている 

19 神戸市立自然の家 六甲山の立地の中で、さまざまな青少年の教育的活動や自然環境教育を行っている 

20 神戸野外活動ＪＬＯＢ 野外活動を通した生涯学習活動や青少年の自然環境教育を行っている 

21 国際ロータリー第２６８０地区 国際社会奉仕連合団体 

22 こども研究会関西 子どもの遊び環境がこどもの育成に大事であることから、各種の遊びの催しを企画 

23 財団法人神戸フットボールクラブ サッカーに興味をもつ子ども達に社会人ｸﾗﾌﾞの幼児組みとして定期的活動を行っている 

24 財団法人兵庫県肢体不自由児協会 肢体不自由児に対する療育思想の普及を図ることを目的とし、様々な事業を行っている 

25 須磨浦商店街 須磨浦商店街のいろいろなイベントを通して須磨地域の活性化を図っている 

26 須磨海岸を美しくする運動協議会 地域住民のボランティア活動で須磨海水浴場が多くの人に気持ちよく利用できるよう各種の取り組みをしている 

27 須磨区保健福祉部健康福祉課  区民の子育てを支援している。あんしんすこやか係、子育て支援係 

28 須磨区役所まちづくり支援課 区民の様々な活動を支援する窓口 

29 須磨寺前商友会 商店街のいろいろなイベントを通して須磨寺地域のコミニティの活性化を図っている 

30 須磨離宮傘亭復元実行委員会 武庫離宮の一部で、すばらしい月見の場所でもある傘亭の復元を目指して活動している 

31 須磨離宮公園 王宮のバラ公園、植物公園として親しまれ、年間様々な催しが開かれている 

32 
そら祭り関東実行委員会 「音楽を通して、土地の大切さを知り、自然・人・場所・空をつなげる」をテーマに、すべて

の人々が、生活のために必要な【場所】の大切さを再確認できる祭りを目的としている。 

33 大学コンソーシアム兵庫神戸地域交流委員会 事業プロジェクトごとに参加大学を求め無理のない、新たな連携方式を確立し、県下大学学生の教育・研究に資する 

34 西宮市民グループ 西宮市に『平和・無防備条例』を実現する会」を発足させ平和運動を呼びかけている 

35 兵庫県立但馬やまびこの郷 兵庫県下の不登校児童生徒の解決すべき課題に取り組むセンター的な存在 
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２）大学と地域連携組織

３）委員会構成員
　連携推進委員の発足に当たっては、当初から「地域学習」の原案づくりに参加していた教

員や、すでに地域活動の経験のある教員が構成員となりました。

平成18年度 平成19年度 平成20年度

構
　
　
成
　
　
員

連携推進委員会

◎馬場　　功
木下　典子
齊山美津子
中山ふみ江
坂口　弘之
湯谷　和女
梶木　良夫
信貴　　宏
植戸　貴子
駿河　明子
岡本　陽子
梶木　典子
物應　秀美
学友会 2名

窓口　永田哲朗

実行委員会

◎馬場　　功
木下　典子
齊山美津子
中山ふみ江
駿河　明子
岡本　陽子
梶木　典子

窓口　永田哲朗

地域連携推進委員会

◎中山ふみ江
　齊山美津子
坂下　達男
梶木　典子
梶木　良夫
木下　典子
岡本　陽子
清水　典子
駿河　明子
湯谷　和女
津田理恵子
平井　陽子
物應　秀美

　学友会 2名

窓口　永田哲朗

地域連携推進委員会

◎齊山美津子
坂下　達男
梶木　典子
梶木　良夫
木下　典子
岡本　陽子
中山ふみ江
清水　典子
駿河　明子
湯谷　和女
津田理恵子
平井　陽子
物應　秀美
学友会 2名

窓口　永田哲朗　

総合行政調
整会議 教授会

部課長会情
報交換会 部局長会

各行政機関 須磨区・中央区
各課

教務（単位）

（地域連携推進委員会）

窓口

神戸女子大県・各市町村・区（須磨区・中央区）

地域学習実行組織団体連携事業

実行委員会
各委員・教員

学友会・クラブ
各学生地域団体

（まちづくり推進課）

須磨区・中央区窓口

地域連携をめざして
地域連携をめざして

４）2008年度　地域連携事業団体
№ 団　体　名 活　　　　動

1
kobe-suma ビーチフェスティバル
２００８実行委員会須磨区役所・須
磨消防署・神戸市体育協会他

須磨海岸のフェスティバル　各種のイベント同日開催

2 ＮＰＯ法人　ア・ク・イ・ラ　 日本の伝統文化のすばらしさを一般市民が再認識できる事業を企画

3 ＮＰＯ法人　社会還元センターグル
ープ「わ」 日本の子どもの遊び文化を体験的に伝える催しを継続的に開催

4 斑鳩小学校 地域学習への関わりは自然学校の場で行っている

5 石海小学校 地域学習への関わりはプール解放の場で行っている

6 神戸キャンドルナイト実行委員会　
ホウキ星 各種キャンドルナイトを企画

7 神戸市、こうべＵＤ広場 差別のない社会づくりをめざして

8 神戸市長田南スポーツクラブ 地域型スポーツクラブ普及活動の一環　夜間小学校の体育館解放

9 神戸市国際文化観光局観光交流課 協働と参画のまちづくりを推進し、市民の地域活動を支援

10 神戸市少年団 青少年の健全育成のために、奉仕活動を軸としてさまざまな体験的
教育を行っている

11 神戸市諏訪山児童館 小学生を対象にした児童館でのさまざまな催しを企画

12 神戸市青少年会館ユースネット 青少年の健全育成のために、子どもや若者の求める場づくり、環境
づくり、事業を企画

13 神戸市高倉台児童館 小学生を対象にした児童館でのさまざまな催しを企画

14 神戸市中学校教育研究会 障碍をもつ中学生の教育支援

15 兵庫県少子対策本部 少子化の状況や対策等の最新の情報の共有を図り、県と市町、企業
や地域団体等の協働による少子対策を進めている

16 神戸女子大学教育研究部 須磨離宮公園との共催による「須磨離宮公園学」を開講　地域の知
的財産発掘講座を開設

17 神戸女子大学図書館 図書館の地域開放による各種の取り組みを行っている

18 神戸市立自然の家 六甲山の立地の中で、さまざまな青少年の教育的活動や自然環境教
育を行っている

19 神戸野外活動ＪＬＯＢ 野外活動を通した生涯学習活動や青少年の自然環境教育を行ってい
る

20 国際ロータリー第２６８０地区 国際社会奉仕連合団体

21 こども研究会関西 子どもの遊び環境がこどもの育成に大事であることから、各種の遊
びの催しを企画

22 財団法人神戸フットボールクラブ サッカーに興味をもつ子ども達に、社会人クラブの幼児組みとして
定期的活動を行っている

23 財団法人兵庫県肢体不自由児協会 肢体不自由児に対する療育思想の普及を図ることを目的とし、様々
な事業を行っている

24 須磨浦商店街 須磨浦商店街のいろいろなイベントを通して須磨地域の活性化を図
っている

25 須磨海岸を美しくする運動協議会 地域住民のボランティア活動で須磨海水浴場が多くの人に気持ちよ
く利用できるよう各種の取り組みを行っている

26 須磨区保健福祉部健康福祉課  区民の子育てを支援している。あんしんすこやか係、子育て支援係

27 須磨区役所まちづくり支援課 区民の様々な活動を支援する窓口

28 須磨寺前商友会 須磨寺前商店街のいろいろなイベントを通して須磨寺地域のコミニ
ティの活性化を図っている

29 須磨離宮傘亭復元実行委員会 武庫離宮の一部で、すばらしい月見の場所でもある傘亭の復元を目
指して活動している

�

はじめに

　本書は、本学の地域連携活動を集約し運営や活動状況を報告するもので、主に学生や教職

員が関わった 2008 年度の活動をまとめたものです。

　本学は、大学改革の目標のひとつに「地域が求める大学」を挙げており、大学の文化的・

知的財産を地域社会へ還元する社会貢献活動は、大学の使命となっています。また学生は、

地域の人々との交わりやボランティア活動を通して、地域社会に生きることの意味を体験的

に学び、自立性・創造性・対話力を育んでいます。「地域学習」は社会の要請を受けて設け

る新しい概念の学習で、地域社会が学びの場となっています。

　一方、自治体は、地域の自然環境・歴史・文化・芸能など、さまざまな分野の地域固有の

特色をしっかりと捉えていなければなりませんが、これらの複合的な研究が政策基盤として

欠かせないものになっています。

　この報告書によって本学の地域交流の実情が理解され、地域連携活動について今後の方向

性や課題について検討し構築していくための資料となれば幸いです。

　　　　　　　　　　　　　　　

 地域連携推進委員会　　　

 委員長　齊山　美津子

はじめに
地域連携をめざして

1. 地域連携をめざして

１）委員会の設立
　大学改革の柱の一つである「地域が求める大学」の具体的な取り組みとして、平成 18 年

3 月 7 日、本学と神戸市須磨区との間で「地域連携包括協定」が結ばれました。須磨区には、

総合行政調整会議があり、各行政の情報が集約されるほか、地域団体にも須磨区役所をとお

して情報提供されます。この事を契機に、18 年度から連携事業を通して、本学の知的資源

と学生の感性や創造性などを活かし地域活性化に貢献する体制づくりを行うことになりまし

た。

　初年度（平成 18 年度）は学内の教職員と学生からなる「連携推進委員」と教員数人の「実

行委員」を設け、連携事業の是非や実行プラン等の検討を行いました。19 年度からは「地

域連携推進委員会」として一つの委員会にまとめられ、教職員・学生・学友会の構成員で運

営されることとなりました。

　さっそく地域との連携事業を具現化するために窓口を設置し、情報交換によって連携を進

めることになり、こうした連携の体制が整備されるのに合わせて、学生の教育課程、教育方

法に「地域学習」という新しい概念の実践的学習科目を創設し、教育プログラムが立ち上げ

られました。

　「地域学習」は、地域社会のフィールドで行う体験学習で、学生の自主性・自発性を基調

とするものです。学生は、地域社会の環境・歴史・文化・暮らしや活動を知ることで、地域

社会の重要性、現代社会の役割の見直しの重要性を認識します。そして、地域社会に生きる

ことの喜びや楽しさを実感し、ボランティア活動から社会奉仕の精神を知り、生涯学習に取

り組むための基盤となる自己発見・自己啓発にも繋げていきます。このことは、学生の自立

性、創造性、対話力を育成するものとなります。

　大学と地域の交流が盛んになることによって、関わった学生の教育効果と地域の活性化を

期待し、委員会は、毎月 1回の会合を開き、諸課題について検討を重ねています。

�

2008 年度 地域連携事業団体 

 団 体 名 活  動 

1 
ｋｏｂｅ-suma ビーチフェスティバル２００８実行委員会須磨区

役所須磨消防署・神戸市体育協会他 

須磨海岸のフェスティバル 各種のイベント同日開催 

2 ＮＰＯ法人 ア・ク・イ・ラ  日本の伝統文化のすばらしさを一般市民が再認識できる事業を企画 

3 ＮＰＯ法人 社会還元センターグループ「わ」 日本の子どもの遊び文化を体験的に伝える催しを継続的に開催 

4 斑鳩小学校 地域学習への関わりは自然学校の場を活用 

5 石海小学校 地域学習への関わりはプール解放の場を活用 

6 神戸キャンドルナイト実行委員会 ホウキ星 各種キャンドルナイトを企画 

7 神戸市、こうべＵＤ広場 差別のない社会づくりをめざして 

8 神戸市長田南スポーツクラブ 地域型スポーツクラブ普及活動の一環 夜間小学校の体育館解放 

9 神戸市国際文化観光局観光交流課 協働と参画のまちづくりを推進し、市民の地域活動を支援 

10 神戸市少年団 青少年の健全育成のために、奉仕活動を軸としてさまざまな体験的教育を行っている 

11 神戸市諏訪山児童館 小学生を対象にした児童館でのさまざまな催しを企画 

13 神戸市青少年会館ユースネット 青少年の健全育成のために、子どもや若者の求める場づくり、環境づくり、事業を企画 

14 神戸市高倉台児童館 小学生を対象にした児童館でのさまざまな催しを企画 

15 神戸市中学校教育研究会 障碍をもつ中学生の教育支援 

16 兵庫県少子対策本部 少子化の状況や対策等の情報の共有を図り、県と市町、企業や地域団体等の協働による少子対策を進めている 

17 神戸女子大学教育研究部 離宮公園との共催による「須磨離宮公園学」を開講 地域の知的財産発掘講座を開設 

18 神戸女子大学図書館 図書館の地域開放による各種の取り組みをおこなっている 

19 神戸市立自然の家 六甲山の立地の中で、さまざまな青少年の教育的活動や自然環境教育を行っている 

20 神戸野外活動ＪＬＯＢ 野外活動を通した生涯学習活動や青少年の自然環境教育を行っている 

21 国際ロータリー第２６８０地区 国際社会奉仕連合団体 

22 こども研究会関西 子どもの遊び環境がこどもの育成に大事であることから、各種の遊びの催しを企画 

23 財団法人神戸フットボールクラブ サッカーに興味をもつ子ども達に社会人ｸﾗﾌﾞの幼児組みとして定期的活動を行っている 

24 財団法人兵庫県肢体不自由児協会 肢体不自由児に対する療育思想の普及を図ることを目的とし、様々な事業を行っている 

25 須磨浦商店街 須磨浦商店街のいろいろなイベントを通して須磨地域の活性化を図っている 

26 須磨海岸を美しくする運動協議会 地域住民のボランティア活動で須磨海水浴場が多くの人に気持ちよく利用できるよう各種の取り組みをしている 

27 須磨区保健福祉部健康福祉課  区民の子育てを支援している。あんしんすこやか係、子育て支援係 

28 須磨区役所まちづくり支援課 区民の様々な活動を支援する窓口 

29 須磨寺前商友会 商店街のいろいろなイベントを通して須磨寺地域のコミニティの活性化を図っている 

30 須磨離宮傘亭復元実行委員会 武庫離宮の一部で、すばらしい月見の場所でもある傘亭の復元を目指して活動している 

31 須磨離宮公園 王宮のバラ公園、植物公園として親しまれ、年間様々な催しが開かれている 

32 
そら祭り関東実行委員会 「音楽を通して、土地の大切さを知り、自然・人・場所・空をつなげる」をテーマに、すべて

の人々が、生活のために必要な【場所】の大切さを再確認できる祭りを目的としている。 

33 大学コンソーシアム兵庫神戸地域交流委員会 事業プロジェクトごとに参加大学を求め無理のない、新たな連携方式を確立し、県下大学学生の教育・研究に資する 

34 西宮市民グループ 西宮市に『平和・無防備条例』を実現する会」を発足させ平和運動を呼びかけている 

35 兵庫県立但馬やまびこの郷 兵庫県下の不登校児童生徒の解決すべき課題に取り組むセンター的な存在 
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№ 団　体　名 活　　　　動

30 須磨離宮公園 王宮のバラ公園、植物公園として親しまれ、年間様々な催しを開い
ている

31 そら祭り関東実行委員会
「音楽を通して、土地の大切さを知り、自然・人・場所・そらをつなげる」
をテーマに、すべての人々が、生活のために必要な【場所】の大切
さを再確認できる祭りを目的としている。

32 大学コンソーシアム兵庫神戸地域交流委員会
事業プロジェクトごとに参加大学を求め、無理のない、新たな連携
方式を確立し、県下大学学生の教育・研究に資する

33 西宮市民グループ 西宮市に「『平和・無防備条例』を実現する会」を発足させ平和運動
を呼びかけている

34 兵庫県立但馬やまびこの郷 兵庫県下の不登校児童生徒の解決すべき課題に取り組むセンター的
な存在

保育　（子育て支援・預かり保育などの補助）

1 高倉台・多井畑地域連絡会

2 高倉台保育所

3 北須磨保育センター

4 明石マザーズスクール

5 神戸市　ひだまり文庫

6 神戸市　県立こども病院

7 神戸市　ちっちゃな保育所

8 神戸市　石屋川保育所

9 尼崎市　浜幼稚園

10 西宮市　松秀幼稚園

11 神戸市　たもん幼稚園

12 神戸市　みどりのまち幼稚園

13 神戸市　名谷こすもす幼稚園

14 神戸市　西須磨幼稚園

15 神戸市　高倉台幼稚園

16 神戸市　東須磨児童館

17 神戸市　山田幼稚園

18 神戸市　有瀬幼稚園

19 神戸市　いぶき幼稚園

20 明石市　花園幼稚園

21 明石市　山手幼稚園

22 明石市　貴崎幼稚園

23 姫路市　英賀保幼稚園

24 西脇市　桜丘幼稚園

25 加古川市別府幼稚園

地域連携をめざして
須磨離宮公園CP連携

2.  須磨離宮公園CP連携

１）キャンパス・パーク連携（略称、CP連携）
　本学と神戸市立須磨離宮公園とが、 2006 年 12 月 22 日（金曜日）に「キャンパス・パーク（略

称、CP）連携」の覚書を取り交わす連携式を行いました。「CP」は、大学の「Campus」と

公園の「Park」のそれぞれの頭文字によるものです。CP は双方が相互に施設を開放して利

用しあうもので、こうした大学と公園の連携は全国でも初めてです。本学と須磨離宮公園と

は隣接しており、本学が昭和 41 年（1966）に開校し、公園が昭和 42 年（1967）に相次いで

開園をしました。これまで、公園の行事には、本学のクラブ活動やボランティアの学生が参

加するなど、親密な関係にありましたが、双方が開校、開園から 40 年を数えるのを機会に、

連携の話が進められました。

　この連携により、本学の教職員、学生は自由に公園に入園することができるようになり、

大学の第 2 キャンパスとして新入生のオリエンテーションなど大学の行事や青空ゼミなどの

授業、研究会、大学祭、クラブ活動の発表会などが、緑豊かな広々とした空間を使って行え

るようになりました。公園も、大学生のフレッシュなアイディアやエネルギーを生かした行

事で活性化を図るとともに、大学の知的資源をもとに、公園の歴史の共同研究や大学施設を

使ったシンポジウムなどを行っています。

　　　　

①　連携の概要

　・締結日：平成18年12月22日（覚書）

　・名　称：キャンパス・パーク連携（略称CP連携）

　・内　容：施設の相互利用、共同研究、イベント等の共同開催など

　・特　徴： 全面的な連携は全国でも例がなく（（財）公園緑地協会調べ）今後の成果が期

待されている

2006 年ＣＰ連携式の関係者

�

須磨離宮公園CP連携

　　2008年度新たに「須磨離宮森の倶楽部」発足

　2009 年 1 月 31 日（土）「須磨離宮森の倶楽部」の準備会が開かれました。本学キャンパ

スの背後には保安林などの所有地があり、大学全体の敷地は約 16 万平方メートル、公園の

管理する敷地をあわせると約百万平方メートルとなり、この広大な敷地は豊かな自然の営み

を身近に感じる事ができます。

　離宮設置より 100 年を経過した由緒ある「離宮の森」を、市民参加で美しく、豊かな森に

するとともに、森の恵も享受する楽しい倶楽部にしようと市民に呼びかけられ、神戸女子大

学をはじめ、賛同する地域の幅広い関係者たちが集まりました。

構成　�須磨離宮公園　神戸女子大学　離宮植物友の会　離宮落ち葉堆肥クラブ　離宮蝶の会

　　　�北須磨生物かんさつクラブ　アドバイザー（森の料理・アルプホルン・ピザ普及に情

熱を持っている人）

活動（�案）　バタフライガーデン（蝶の森）の整備　華麗なる岡崎山散策コース再生　　神

戸女子大学裏山と離宮公園散策路再生　カブト・クワガタの森整備　　子どもの森周

辺里山整備　落ち葉堆肥づくり　樹名札かけ　バームクーヘンづくり　炭焼き　キノ

コ栽培など

実施日　１月 31 日（土）　離宮の森倶楽部準備会

　　　　２月 28 日（土）　森の文化祭打合せ

　　　　３月 22 日（日）　森の文化祭

　森の文化祭は残念ながら雨で中止になりましたが、倶楽部員は集まり、各パートで準備を

していた事を披露し合いました。北須磨生物かんさつクラブは、食虫のイナゴやバッタ、タ

ガメなどを調理して試食できるように、　離宮植物友の会は、葉っぱの遊びや昔懐かしいニッ

ケなど、離宮蝶の会は、ふ化した蝶や幼虫などを持参しそれぞれの予定していた活動を説明

し和やかで楽しいひと時を過ごしました。森の間伐材で作る予定であった巨大バームクーヘ

ンも次回のお楽しみとなりましたが、森の仲間達によってどんな事、どんなものが生まれで

てくるか、みんなわくわくしています。

�
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CP連携 事業

活 動 名：ローズ・フェスタ

主催団体：神戸女子大学

実 施 日：2008 年５月 25 日（日）

場　　所 : 須磨離宮公園

活動内容：コベリーヌ（神戸女子大学生）が主催する音楽祭

参加学生数：約 150 名

地域と学生のハーモニーの輪が広がる愛されるフェスタを目指して

　「ローズガーデンフェスティバル」を開催中の須磨離宮公園において、第２回目となる「ロー

ズ・フェスタ」を開催しました。波田学長の開式の挨拶で幕をあけたフェスタは、離宮公園

の高畑園長や園のスタッフの皆様のご協力とボランティア学生の支えによって無事進行する

ことができ、各出演グループは花と一体となったステキな演技を奏でてくれました。

　出演クラブは、舞台での発表を神戸女子大学管弦楽団・手話部・筝曲部・服飾研究会・コー

ラス部・軽音楽部が行い、パン研究会は恒例となっている「健康パン」の無料配布を行いま

した。

　特に今年は地域連携などでお世話になっている地元高倉台から、「高倉台コールエコー」

と「高倉台男声合唱団」のみなさんにもご参加いただくなど、CP（キャンパス・パーク）

連携を活用していただけた嬉しいイベントとなりました。

CP連携 事業

　色とりどりの満開のバラを背景にして、

地域のコーラスグループ、高倉台コールエ

コーや高倉台男声合唱団もすばらしいハー

モニーを醸し出しバラもうっとりのようで

した。

　パン研究会は、750 個のパンに心こめた

メッセージを添えて来園の方々に無料配布

しました。

　「自然との一体感」を大切にした今年のフェスタでは、須磨離宮公園の景観を邪魔しない

ようにとステージの設営にも工夫を凝らし、王侯貴族の薔薇園の散策を楽しみながら音楽や

コーラス・ファッションショーを楽しんでいただきました。

　５月を代表する催しとして、須磨離宮公園の春のローズ・フェスティバルは定着していま

すが、神戸女子大学のコベリーヌも加えていただき、さらに地域と学生のハーモニーの輪が

広がるすばらしい交流の場となるよう工夫を重ねていきたいと思っています。

�教育学科　齊山美津子�
�学園広報　橘　みちほ�

�

CP連携 事業

活 動 名：ローズウェディング　in　須磨離宮公園

主　　催：ローズウェディング実行委員会

実 施 日：2008 年５月 31 日（土）

場　　所：須磨離宮公園

活動内容：須磨離宮公園において結婚式を挙げるカップルの結婚式プロデュースを行う。

　　　　　�須磨離宮公園のバラを用いた「ローズウェディング」をテーマとし、会場設営、進行等を行う。

参加学生数：31名

　CP（キャンパス・パーク）連携を結んでいる須磨離宮公園において結婚式を行うカップ

ルの挙式部分を家政学科２～３回生の学生たちがプロデュースすることになりました。

CP連携 事業

挙式まで～メイキング～

　結婚式をまだ見たことのない学生も多く、『結婚式』を勉強することから始まりました。

結婚式場（北野クラブ sola さんにご協力頂きました）に見学に行き、挙式の流れなどをスタッ

フの方に教えていただきました。話を聞いている学生の目は、まるで自分が結婚するかのよ

うにキラキラ輝いていました。

　本物の挙式のビデオを見て、スタッフの動きや会場の装飾などを目の当たりにするとこれ

からしないといけない事の多さにびっくりした反面、「よし！やろう！」と意気込む学生たち。

　［会場設営・イス・ブートニア・パラソル］各班に分かれて試作品に取り掛かりました。

各班の方向性を合わせるため、班長会議では各班の進行具合などを確認しました。出来上がっ

たものは離宮公園に持って行き出来具合をチェック！考えていたものは意外と小さく、離宮

公園の空間の大きさを改めて感じ、試行錯誤しながらも素敵な挙式を作り上げようとみな真

剣なまなざしで作業を続けました。

　挙式前日は新郎・新婦を交え本番さながらのリハーサルを行いました。いよいよ挙式がせ

まり、全員で当日の動きや役割分担を最終確認。明日の天気予報は曇 /雨。緊張と不安の中、

準備を続けました。

挙式当日～いよいよ本番～

　朝から曇り空、ちらほら雨も降っていました。当日に準備しようと思っていた作業の中に

は雨が降っていると飾り付けができないものもあり、「雨は上がるのか？ちゃんと飾り付け

もできるのか？」といった焦りを感じながらもスパートをかける学生たち。

　14 時、私たちの願いが叶い、無事雨も上がり挙式がスタートしました。階段から新郎・

新婦が登場すると拍手と歓声が起こりました。式は順調に進み全て滞りなく終了しました。

ご親族の方が園内を散策されている間に学生たちだけで新郎新婦にお祝いの言葉とフラワー

シャワーをプレゼントしました。

　新郎・新婦やご親族の方々にも大変喜んで頂け、最高の達成感を味わうことができました。

「私も将来、ここで結婚式をあげたい・・・」と夢見る学生の姿もありました。学生だけで

はなく、関わったすべての人達の心に残る挙式となりました。� （学政学科　梶木典子）

�
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CP連携 事業

実際の挙式会場見学 結婚式の極意とは？ 集合写真ってこんな感じ？

学内での打ち合わせ風景 挙式についてのビデオ学習 1 挙式についてのビデオ学習 2

班長会議風景

新郎・新婦と初顔合わせ

当日 作業風景
パラソル飾り付け

CP連携 事業

前日 作業風景 会場装花 当日 作業風景
フラワーシャワー準備

当日 挙式会場 準備風景

当日 リハーサル確認

当日 作業風景
ウェルカムボード

�

CP連携 事業

活 動 名：源氏物語千年紀　月見の宴

主催団体：須磨離宮公園

実 施 日：2008 年 10 月 11 日

場　　所：須磨離宮公園

事業内容

源氏物語千年紀月見の宴きものショー

　平成 20 年は源氏物語が世に出て 1000 年に当たる。源氏物語は光源氏が須磨で月見をする

場面から書き始められたといわれており、須磨離宮公園での「月見の宴」は、源氏物語千年

紀と銘打って、10 月 11 日に行われた。この月見の宴に家政学科被服平面構成ゼミ生７人は、

光源氏に関わりのある十三人の女性のきものを源氏物語から読み解き、現代のきものの色・

柄で表現、きもので綴る源氏物語をショー形式で発表した。

　光源氏と紫の上の装束も源氏物語の中から読み解いて再現したものである。光源氏が着用

している桜色の直衣は、古い長襦袢を仕立て直し、紫の上の蘇芳色の表着は時代衣装用の高

価な生地を用いている。その他のきものは古着を洗い張りして学生が仕立て直すという昔な

がらの衣生活を体験。きものの製作に当たっては夏休み返上で取り組んだ。ゼミ生以外のモ

デルはモデル募集に応じてくれた文学部の学生である。特に、光源氏のモデルは１回生とは

思えない堂々とした歩き方で多くファンを生み出した。

きものショー
「光源氏と十三人の女君」

紫の上の装束の染色と裁断

　表着の中に着る五衣は約 40 ｍの絹を蘇

芳の濃淡で染めました。８ｍづつ１色に染

CP連携 事業

めるのは大変な作業です。染めた布が乾燥するまでに表着の制作をしました。高価な布の裁

断に緊張の連続です。

オープニングには松風・村雨が登場

　光源氏のモデルは在原行平。須磨には在原行平と松風・村

雨姉妹の恋物語が語り伝えられていることから、ショーの

オープニングは昨年のゼミ生が製作した衣装を着た松風・村

雨でスタート。

モデルには留学生や文学部の学生も

　交換留学生として本学で日本文学を勉強中の華南師範大

学の学生もモデルとして登場。良い思い出を胸に帰国できた

ことでしょう。

観客も息をのむ

　若い源氏に心奪われ、教養ある大人の女性で

ありながら嫉妬で生霊にまでなってしまった六

条御息所。燃え上がる情熱の緋色を知性という

黒い薄物で抑えて、怪しげな音楽と共に舞台に

上げると、周囲はそれらしい雰囲気に包まれる

ほどの見事なウォーキングでした。

　高貴な紫色の着物に、平安時代の重ね色目の伊達衿を用いて明石の

君の高貴さを表現しました。

今宵は十三夜なり

　きものショーは源氏物語千年紀としての「月見の宴」の最後を飾るに

ふさわしい構成で、エンディングでは平安装束を着た光源氏と紫の上が

登場。10月 11日は十五夜ならぬ十三夜でしたが、千年前にタイムスリッ

プして、月見をしているかのような雰囲気にどっぷり浸りながら帰って

下さったお客様もおられたとか。

� （家政学科　岡本陽子）
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地域連携包括協定事業（大学校内）

活 動 名：ふれあい給食

主催団体：神戸女子大学

実 施 日：11 月 25 日（火曜日）　12 月 16 日（火曜日）

場　　所：神戸女子大学　学生食堂特別室

活動内容：ひとり暮らし老人のふれあい給食

11 月

　月一回定期的に開催されているふれあい給食が開催されました。

　準備は家政学部管理栄養士養成課程の駿河　明子特任教授が指導し、管理栄養士養成課程

の学生有志達が配膳のお世話、交流などを行いました。

　毎回参加者が楽しみにしていてくださる、ボランティア学生によるお楽しみプログロムで

は、茶道部がお手前を披露しました。

　連携協力をしているNPO「輝たかくら台」の玉森　たりほ会長が司会進行し、メンバー

のみなさんが運営して合唱や体操を取り入れた「北国の春」で体を動かし楽しい活動となり

ました。

　次回の 12 月は参加者みなさんが楽しみにしている、恒例の「おたのしみ会」です。

地域連携包括協定事業（大学校内）

12 月

　12 月 16 日・火曜日に学生食堂特別室において、管理栄養士養成課程の駿河明子特任教授

が主催責任者を務める定例の 12 月ふれあい給食が開催され、参加者が楽しみにしている「お

楽しみ会」の特別プログラムが催されました。

　配膳などのお世話は管理栄養士養成課程の学生で組織されているV- ネットのメンバー、

クラブ出演はクラシックギター部が参加しました。

　会場の壁面装飾は平成 19 年に引き続き、教育学科の子育て支援くらぶ“あい・あい”が

参加協力しており、ふれあい給食を通して高倉台の高齢者のみなさんとの交流の輪が広がっ

ています。

　会場には終始和やかな笑顔と笑い声がこだまして、楽しいお楽しみ会となりました。

プログラム

　・クラシックギター部ミニミニコンサート

　・会食（クリスマスメニュー・手作りケーキ）

　・ビンゴ大会

2008 年度　ふれあい給食参加者記録
回 日・時 女 男 計 お楽しみプログラム
28 20.4.22 28 21 49 コーラス部
29 5.27 25 25 50 筝曲部
30 6.24 27 23 50 手話部
31 7.22 26 26 52 ダンス部
32 9.30 30 17 47 オーケストラ部
33 10.21 24 18 42 デンマーク体操部
34 11.25 27 21 48 茶道部
35 12.16 26 25 51 クラシックギター部　ビンゴゲーム
36 21.1.20 26 18 44 マンドリン部
37 2.24 29 15 44 服飾研究部

（管理栄養士養成課程　駿河明子）

�

地域連携包括協定事業（大学校外）

活 動 名：大学生と英語で遊ぼう

主　　催：神戸女子大学教育学科　児童英語　木下ゼミ

実 施 日：１年間のうち

　　　　　東須磨小学校　４回　土曜日 13時 30 分～ 15 時

　　　　　北須磨小学校　５回～ 10回　土曜日　10 時～ 11 時 30 分

場　　所：東須磨小学校「小学生英語クラブ」

　　　　　北須磨小学校「学び」

活動内容：１ ．「教育学演習」「児童英語教育演習」「児童

英語実習」の科目で学んだ内容を、子どもた

ちを対象に応用実践し、子どもの英語活動を

指導する力を養う。

　　　　　２ ．近い将来、小学校に英語活動が導入される

ことに先立ち、子どもたちの英語に対する興

味を育てる。

　以上の目的を大切にしながら、近隣の小学校、子どもたち、保護者との交流を深める。

実施経過：平成 15 年度大学祭における子ども向けのイベン

トとして“英語で遊ぼう”を実施したことをきっかけとして、

北須磨小学校の「北須磨スポーツクラブ」の中に「小学生英

語クラブ－英語で遊ぼう」が発足し現在に至る。

　平成 18 年度に新しく「児童英語科目群」がカリキュラム

に加わり、その実践練習の場を広げるために、東須磨小学校

の「学び」の活動の一つとして「東須磨－英語で遊ぼう」が

発足し現在に至る。

実施方法：北須磨小学校「小学生英語クラブ－英語で遊ぼう」は他のクラブと同じく、メンバー

として登録した子どもたちが１年間参加する。１年に 10 回から５回実施、土曜日の 10 時か

ら 11 時半までの 90 分間、楽しい英語を体験する。

　東須磨小学校「学び」は、保護者が中心になって運

営されている子どものための土曜日の活動。その一つと

して１年に４回、保護者の担当委員が募集した子どもた

ちに、午後１時半から３時までの 90 分間、楽しい英語

活動を指導する。

地域連携包括協定事業（大学校外）

学生の活動内容け：活動は年度のはじめに決められた１年間のスケジュールにそって実施す

る。活動には１年間を通して、北須磨小学校は児童英語ゼミ３回生全員、東須磨小学校は３

回生「児童英語実習」履修学生全員が参加した。なお、毎年一度、１回生の「児童英語教育

演習」履修学生全員が東須磨小学校で活動を行った。

　活動は毎回、指導案の作成、必要な教材の準備、指導の練習のためにかなりの時間を用い

て実施した。10 人から 20 人の学生が一緒に子どもたちの指導にあたるため、毎回いくつか

の小グループに分れて、それぞれの担当部分の計画準備をし、全員でそれを実施した。

　学生たちの指導力を養うことと、子どもたちの英語に対する興味を育てるという、２つの

目的を大切にして進めるために、小学校のクラスでの学習とは少し異なった“英語で遊ぶ”

時間とした。

一般的評価：楽しい英語の時間になるように工夫していることもあって、子どもたちの感想

文、保護者の意見などには、毎回楽しみにしていることがうかがえる。学生たちも、子ども

たちを理解し、指導する力を養う機会として有意義な活動であると認識している。

今後の課題：保護者の活動実施回数増加の希望、学生と担当教員の時間的負担の軽減など、

地域と大学との要望にかなうような実施方法を考えていくことが課題となってきている。
（教育学科　木下典子）

活動実施回数と参加者数
H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 合　　計

実施回数合計　 3 11 9 10 10 10 53
参加児童数合計 160 225 263 343 235 313 1539
参加学生数合計 60 68 100 181 292 245 946

�0
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地域連携包括協定事業（大学校外）

活 動 名：七夕まつり

主　　催：須磨寺前商友会

実 施 日：2008 年７月５日（土）

場　　所：須磨寺前商店街

活動内容：�子どもたちとの交流遊び、イベント（金魚すくい、スーパーボールすくい等）のお手伝い、

簡単なゲーム等の企画

参加学生数：20名

　今年度で４回目の参加となる須磨寺前商店街の七夕まつり。浴

衣を着て参加する学生が多いのもこの七夕まつりの特徴です。

　今年度は、主催者側の体制が変更になったことや、これまで利

用できた場所が使えなくなったことなど、これまでのやり方が踏

襲できないという事態も起こりました。

　学生オリジナルの子どもの遊び場企画は、これまで子どもの遊

び場に使わせてもらっていた空き地が使えないということで、今

回は「商店街全部を使って遊ぼう！」ということになりました。

学生達が企画したゲームは、「見つけてじゃんけん！お星様をさがせ！」というタイトルで

す。１～５コのお星様を体のどこかにつけた学生達が商店街をうろうろし、ゲームに参加す

る子ども達（七夕の短冊に願いごとを書くことが参加資格）はそのお姉さん学生を星の数の

参加学生と商店街のスタッフで記念撮影

地域連携包括協定事業（大学校外）

１から順番に見つけて

じゃんけんをしていく

というルールです。商店

街に散らばっている学

生を見つけるのはなか

なか難しかったようで、

親子で一緒に探す姿も

見られました。見つけた

子どもたちは嬉しそう

にじゃんけんに挑んでいました。じゃんけんは大盛り上がり。すべての星を見つけると、最

後のお楽しみのキャンディのつかみ取りでした。場所がないという条件を逆にうまく活用し

て、商店街全体をフィールドとしたこの企画は、子どもたちのいきいきとした笑顔があふれ、

大成功をおさめました。
（家政学科　梶木典子）

カブトムシを配る学生たち 金魚すくいを担当する学生たち

見つけてじゃんけん！　お星様をさがせ！

��

クラブの地域連携活動

活 動 名：ゴーゴーキッカーズ

主催団体：神戸フットボールクラブ

実 施 日：2008 年度・月３回

場　　所：磯上公園球技場、小野浜公園球技場、海浜公園球技場のいずれか

活動内容：神戸フットボールクラブ幼稚園チームの指導補助

参加学生数：468 名（延べ　教育学科 13名、月３回× 12 ヶ月）

　ゴーゴーキッカーズは 2008 年度で設立 32 年目を迎えます。この間ずっと私たち神戸女子

大学の学生がお手伝いさせていただいています。毎月３回、幼児を対象に、体を動かすこと

の楽しさ、友達と共にスポーツをすることの楽しさ、サッカーの楽しさを感じてもらえるよ

う活動しています。

　私たちの担当している幼稚園チームは、子どもたちが人生で初めてサッカーをする場所で

もあります。「サッカーってこんなに楽しいんだよ」と子どもたちに感じてもらえるように、

日々努めています。全て私たちで行うので、出席カードやスクールでのルール、イベント時

神戸まつりのパレードに参加 あいさつ

体操

動き作り系
（コーン倒し）

ボールフィーリング系（左:ボール遊び、右:ボール奪い）

クラブの地域連携活動

のプレゼントや卒業時のプレゼントは全部私たちの手作りです。

　90 分の練習メニューは「あいさつ・体操・動き作り系・ボールフィーリング系・試合」です。

動き作り系のメニューでは、鬼ごっこやコーン倒しなど体をほぐすメニューを考えます。「東

京タワー鬼ごっこがしたい」と子どもたちから意見が出る場合もあります。その場合は子ど

もの意見を取り入れます。このように、ただ参加するだけの参加型ではなく子どもたちが自

分たちで作っていく参画型の練習になるように心がけています。

　子どもと直接触れ合うことで、いかに自分たちが子ども目線でないかということを痛感し

ます。「子どもの視点に立って」と思うことは簡単ですが、意識することは予想以上に難し

いということがわかりました。また、「個に応じた教育・指導」も同様です。私たちはこの

活動を通して、教育的スキルも自然に学んでいます。一人ひとりの性格や特徴を生かした環

境づくり、声かけの仕方を学んでいます。

（クラブ学生　須山奈津子）

試合（左：ルール説明を聞く子どもたち、右：必死にボールを追いかける子どもたち

��
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４．地域学習

１）地域学習の目標
　社会規範を内面化する地域住民の関係が希薄になったために家庭の孤立化が進み、子育て

の悩みによる幼児虐待などの悲惨な事件、夫婦間や親子間のコミュニケーション不足から起

こる家庭内暴力の多発、引きこもり、不登校、少年犯罪など深刻な社会問題を提起しています。

　こうした社会環境の中で注目されているのが地域社会の役割です。姿を消しつつある共同

体としての地域社会に替わって、コミュニティ型の地域社会がネットワークを作り、子育て

や独居老人への支援、子ども達の安全確保、家庭内暴力の防止など、地域社会が家庭の機能

を補うことが期待されています。

　本学は、こうした社会の実情を捉え、学生がまず、地域社会に関り、地域の活動の実際を

体験することを通して、地域社会の活性化に役立つことの喜びを知り、問題解決能力を養い、

また、自分たちが地域社会に対して何が貢献できるのか、現在地域社会に何が求められてい

るのか、地域社会の重要度を知ることで、社会人としての認識や意識が高められると考えて

います。本学は、教員、幼稚園教諭、保育士、社会福祉士、栄養教諭、管理栄養士などの職

業を目指している学生が多く、活動する際には地域社会との交わり、組織運営の仕組み、リー

ダーシップのあり方、ネットワークの作り方などの能力養成が必要です。この学習によって

地域社会能力の向上を期待すると共に、女性としてのやさしさ、思いやり、しなやかな感性、

行動力、信頼される大人への成長を期待するものです。

２）ねらい
　地域学習は、学生たちが連携事業などに関ることによって、地域社会の諸活動や社会の仕

組み等を実際に体験し学習するものです。

① 現在、地域社会に求められているものは何かを知り、自分たちが貢献できることは何かを

探求する能力を養う

②地域社会の重要性を知り、地域の活性化に役立つことの喜びを感じる。

③地域との関わりから気付く課題を探求し、問題解決能力を養い、社会人意識を養う

地域学習

３）活動内容（2008年度）
№ 事　業　名 主　催　団　体 月　日 場　所 内　容

1 神戸女子大学お花見 神戸女子大学レクリエーション同好
会 4月13日 神戸女子大学 イベント参加・会場案

内・整備

2 六甲全山ミニ縦走 神戸市少年団 4月19日 須磨浦公園から長
田神社

イベント参加・子ども
への支援

3 白鷺城フェスティバル ＮＰＯア・ク・イ・ラ 4月29日 姫路城三の丸広場 イベントの係り・補助

4 お姉さんと遊ぼう 神戸市諏訪山児童館 5月10日 神戸市諏訪山児童
館 子どもと遊ぶ

5 さつきのキャンドルナイ
ト

須磨離宮公園・神戸キャンドルナイ
ト実行委員会 ５月10・11日 須磨離宮公園 キャンドル準備・点

火・片付け・案内

6 神戸まつり 須磨区役所まちづくり課 5月17日 須磨離宮公園 イベント参加・会場整
備・

7 春の楽市 須磨寺前商店街 5月18日 須磨寺前商店街 イベント参加・会場整
備

8 バラ探検ラリー 神戸女子大学 5月24日 須磨離宮公園 子どもへの対応支援

9 ローズフェスタ 神戸女子大学 5月25日 須磨離宮公園
イベント参加・進行補
助・司会進行アナウン
ス

10 バラ選定作業 神戸女子大学 5月27日 須磨離宮公園 バラ選定作業

11 プレイフルサンドアート こども研究会関西 5月31日 須磨海岸 イベント準備・進行

12 須磨山クリーン作戦 ローターアクト 6月1日 須磨一の谷から神
戸女子大学 地域ゴミ清掃

13 花菖蒲鑑賞会 須磨離宮公園 6月2日・10日 須磨離宮公園 会場案内

14 仲良しキャンプボランティア 神戸市中学校教育研究会 6月26日～27日 しあわせの村 生徒の援助

15 須磨海岸クリーン作戦 須磨海岸を美しくする運動協議会 6月29日 須磨海岸 イベント参加・司会進
行アナウンス

16 チャットルーム講座 須磨離宮公園 7月2日 須磨離宮公園 参加

17 七夕まつり 須磨寺前商店街 7月5日 須磨寺前商店街 イベント参加　一部の
場所で内容企画

18 石海小プール 石海小学校 7月28日 石海小学校 プール手伝い

19 親と子の食育セミナー 須磨区保健福祉部健康福祉課 8月1日 西須磨学童保育所 食育媒体・調理実習・
会場設営

20 甲子園人文字 西宮市民グループ 8月2日 甲子園球場 イベント参加

21 親と子の食育セミナー 須磨区保健福祉部健康福祉課 8月20日 神戸市立菅の台児
童館

食育媒体・調理実習・
会場設営

22 自然の家 神戸市立自然の家 8月23･24日 神戸市立自然の家 キャンパー補助

23 石海小プール 石海小学校 8月28日 石海小学校 プール手伝い

24 カヌー・アーチェリー体験 神戸市立自然の家 8月31日 神戸市立自然の家 イベント参加・作業補
助・清掃

25 六甲全山ミニ縦走 神戸市少年団 9月13日 神戸少年団 イベント参加

26 kobe-sumaビーチフェスティバル　２００８
kobe-sumaビーチフェスティバル
２００８実行委員会須磨区役所・須
磨消防署・神戸市体育協会他

9月14日 須磨海岸シーパル
須磨向かい砂浜

須磨海岸の清掃やビー
チバレー・司会進行

27 まちの寺子屋師範塾 神戸女子大学・兵庫県少子対策本部 9月26日～
11月22日　 神戸女子大学 地域の子育て支援～食

と子育てを学ぶ～

28 そら祭り そら祭り関東実行委員会 10月4日 須磨離宮公園 音楽ライブの手伝い

29 こうべユニバーサルデザインフェア2008 神戸市、こうべＵＤ広場 10月11日 名谷駅前広場 クリーンボランティ
ア・菓子づくり手伝い

30 須磨離宮「月見の宴」 須磨離宮公園 10月11日 須磨離宮公園 イベント運営補助

31 スマウラトレジャー 須磨浦商店街 10月11日～
　26日 須磨商店街地域 須磨浦の地図でエリア

探検お宝探しなど

32 須磨離宮「月見の宴」 須磨離宮公園 10月12日
須磨離宮公園　雨
天神戸女子大学体
育館

イベント運営補助・司
会進行

��
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４）「地域学習」の進め方

学生

　この科目の授業形態は主に学外で行われるもので、個人、クラブ、ゼミ単位で地域に関わ

りのある活動に参加し、実践を通して学習するものである。

　「地域学習」として単位認定を希望する人は必ず年度始めに履修登録をしておく。

履修方法

　期間は通年で、前期履修申請期間中に登録する。

　通年で 15 回の活動を終え最終レポートが認められた時２単位認定される。（年度内終了）

　やむを得ず通年で 15 回の活動ができなかった時は、辞退届を教務課に提出する。（その年

に活動した回数は２年間有効であるので、翌年再履修をした時引き続き活用できる）

①�「地域学習」をWEB登録し、科目担当教員（齊山）から履修カード・活動記録ノートを

受け取る。

　参加形態の主になる所を決め担当教員氏名を最初に書いておく。

②�科目の目的、授業の方法を確認する。ここでの地域とは兵庫県内をいう。

③参加形態はクラブ単位、ゼミ単位、個人がある。

　Ａ…大学と自治体、地域団体等と共同で行う地域活動

� （指導担当　地域連携推進委員会教員）

　Ｂ…クラブ、ゼミ、学科やコースで行う地域活動�（指導担当、クラブ、ゼミの教員）　　

　Ｃ…その他� （指導担当　地域連携推進委員会教員）

④�各地域活動への参加方法は担当教員、Ａ館 207 掲示板、地域連携ホームページなどから情

報を得る。

⑤事業当日、履修カードを持参し、事業主催責任者の押印をいただく。

⑥ノートに、参加した本人の活動内容を記録しておく。

⑦ 15 回を終えた時点で最終レポートを担当教員に提出する。単位は年度の後期に記される。

⑧�最終レポートの様式　地域学習欄よりダウンロードし、PCで記入後プリントアウトし提

出する。

教員

①�クラブ、ゼミ、学科やコースで地域活動の依頼を受ける時は、教員が同席できる、できな

いにかかわらず、責任をもって指導を行う。その際、活動名や内容について窓口（地域連

携推進委員会）に連絡をしておく。

②個人参加者には地域連携推進委員長が責任をもって指導する。

地域学習

地域学習の記録
［注意事項］
●�地域学習は、15 回の地域活動の参加と、最後に提出さ
れるレポートによって単位認定が行われます。
●�このカードは 15 回達成するまで使用しますので、大切
に保管してください。また、このカードとともに「地域
学習記録」ノートを受け取り毎回記入してください。
● �15 回の参加終了後には、カードと最終レポートを担当
教員に提出し、終了の確認を得ることが必要です。

●参加形態は下記のように分類して記入してください。
　A…大学と自治体、地域団体等と共同で行う地域活動
　� （担当－地域連携推進委員会の教員）
　B…ゼミ、クラブ、及び同好会単位で行う地域活動
� （担当－ゼミ、クラブ、及び同好会担当教員）
　C…その他� （担当－地域連携推進委員会の教員）

年月日 参加
活動名

主催
団体名

主催
者印

参加
形態

ａ半日
ｂ 1日

4/16 1）健康体操 つぐみ会 Ｂ ａ

5/17 2）神戸まつり 須磨離宮公園 Ｂ ａ

5/31 3）プレイフルサンドアー
ト in 須磨 2008

子ども研究会
関西 Ｂ ａ

7/31 4）保育ボランティア 学校法人
西須磨幼稚園 Ｃ ａ

9/14 5）健康体操 つぐみ会 Ｂ ａ

年月日 参加
活動名

主催
団体名

主催
者印

参加
形態

ａ半日
ｂ 1日

9/26 6）保育ボランティア 学校法人
西須磨幼稚園 Ｃ ａ

10/3 7）保育ボランティア 学校法人
西須磨幼稚園 Ｃ ａ

10/10 8）保育ボランティア 学校法人
西須磨幼稚園 Ｃ ａ

10/24 9）保育ボランティア 学校法人
西須磨幼稚園 Ｃ ａ

11/7 10）保育ボランティア 学校法人
西須磨幼稚園 Ｃ ａ

11/14 11）保育ボランティア 学校法人
西須磨幼稚園 Ｃ ａ

11/19 12）秋の洋ラン展 須磨離宮公園 Ｃ ａ

11/21 13）保育ボランティア 学校法人
西須磨幼稚園 Ｃ ａ

11/30 14）かえっ子バザール NPO 法人社会還元セ
ンターグループわ Ｃ ａ

12/11 15）ルミナリエボランティア 神戸市国際文化観
光局観光交流課 Ｃ ａ

レポート提出担当教員
氏名　齊山美津子

提
出

21 年
2 月　　　日

確 認
印

地域活動の履修確認欄
受講期間 科目担当教員名 合否 印

地域学習の記録
［注意事項］
●�地域学習は、15 回の地域活動の参加と、最後に提出さ
れるレポートによって単位認定が行われます。
●�このカードは 15 回達成するまで使用しますので、大切
に保管してください。また、このカードとともに「地域
学習記録」ノートを受け取り毎回記入してください。
● �15 回の参加終了後には、カードと最終レポートを担当
教員に提出し、終了の確認を得ることが必要です。

●参加形態は下記のように分類して記入してください。
　A…大学と自治体、地域団体等と共同で行う地域活動
　� （担当－地域連携推進委員会の教員）
　B…ゼミ、クラブ、及び同好会単位で行う地域活動
� （担当－ゼミ、クラブ、及び同好会担当教員）
　C…その他� （担当－地域連携推進委員会の教員）

年月日 参加
活動名

主催
団体名

主催
者印

参加
形態

ａ半日
ｂ 1日

H20
4/13 1）ゴーゴーキッカーズ 神戸ＦＣ Ｂ ａ

4/29 2）ゴーゴーキッカーズ 神戸ＦＣ Ｂ ａ

5/3 3）ゴーゴーキッカーズ 神戸ＦＣ Ｂ ａ

5/6 4）ゴーゴーキッカーズ 神戸ＦＣ Ｂ ａ

7/6 5）ゴーゴーキッカーズ 神戸ＦＣ Ｂ ａ

年月日 参加
活動名

主催
団体名

主催
者印

参加
形態

ａ半日
ｂ 1日

9/7 6）ゴーゴーキッカーズ 神戸ＦＣ Ｂ ａ

9/23 7）ゴーゴーキッカーズ 神戸ＦＣ Ｂ ａ

10/13 8）ゴーゴーキッカーズ 神戸ＦＣ Ｂ ａ

10/26 9）ゴーゴーキッカーズ 神戸ＦＣ Ｂ ａ

11/9 10）ゴーゴーキッカーズ 神戸ＦＣ Ｂ ａ

12/7 11）ゴーゴーキッカーズ 神戸ＦＣ Ｂ ａ

12/21 12）ゴーゴーキッカーズ 神戸ＦＣ Ｂ ａ

12/23 13）ゴーゴーキッカーズ 神戸ＦＣ Ｂ ａ

1/11 14）ゴーゴーキッカーズ 神戸ＦＣ Ｂ ａ

1/25 15）ゴーゴーキッカーズ 神戸ＦＣ Ｂ ａ

レポート提出担当教員
氏名　齊山美津子

提
出

21 年
2 月　　　日

確 認
印

地域活動の履修確認欄
受講期間 科目担当教員名 合否 印

（例Ａ）

（例Ｂ）
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地域学習の記録
［注意事項］
●�地域学習は、15 回の地域活動の参加と、最後に提出さ
れるレポートによって単位認定が行われます。
●�このカードは 15 回達成するまで使用しますので、大切
に保管してください。また、このカードとともに「地域
学習記録」ノートを受け取り毎回記入してください。
● �15 回の参加終了後には、カードと最終レポートを担当
教員に提出し、終了の確認を得ることが必要です。

●参加形態は下記のように分類して記入してください。
　A…大学と自治体、地域団体等と共同で行う地域活動
　� （担当－地域連携推進委員会の教員）
　B…ゼミ、クラブ、及び同好会単位で行う地域活動
� （担当－ゼミ、クラブ、及び同好会担当教員）
　C…その他� （担当－地域連携推進委員会の教員）

年月日 参加
活動名

主催
団体名

主催
者印

参加
形態

ａ半日
ｂ 1日

2008
5/17

1）第 38 回神戸まつり
「須磨音楽の森」

神戸市立須磨
離宮公園 Ｂ ａ

5/18 2）須磨寺前商店街春の楽市
須磨寺前商店
街 Ｃ ｂ

5/24 3）春のバラ探検ラリー 神戸女子大学 Ｃ ａ

5/25 4）ローズフェスタ 神戸女子大学 Ａ ｂ

5/27 5）須磨公園バラ剪定作業 齊山教授 Ｂ ａ

年月日 参加
活動名

主催
団体名

主催
者印

参加
形態

ａ半日
ｂ 1日

5/31 6）プレイフルサンドアート 子ども研究会関西 Ｂ ａ

7/5 7）体育館活動 ひだまりの会 Ｂ ａ

9/14 8）須磨ビーチフェスタ 実行委員会 Ｂ ａ

10/18 9）秋のバラ探検ラリー 神戸女子大学 Ｃ ａ

11/3 10）子どもの森でアドベンチャー
神戸市須磨離
宮公園 Ｃ ａ

11/8 11）秋のクラフトアートフェア
神戸市須磨離
宮公園 Ｂ ａ

11/9 12）須磨寺かるた大会
須磨寺前商友
会 Ｃ ａ

11/19 13）秋の洋ラン展 神戸市須磨離
宮公園 Ｃ ａ

11/30 14）かえっこバザール NPO 法人社会還元セ
ンターグループわ Ｃ ａ

12/11 15）ルミナリエ 神戸市国際文化観
光局観光交流課 Ｃ ａ

レポート提出担当教員
氏名　齊山美津子

提
出

21 年
2 月　　　日

確 認
印

地域活動の履修確認欄
受講期間 科目担当教員名 合否 印

月　日 事　　業　　名 場　所 交　流　団　体 内　　容

コ
ー
ラ
ス
部

4月11日 留学生歓迎会 神戸女子大学 留学生歓迎会
4月13日 お花見コンサート 須磨離宮公園 須磨離宮公園 コンサート
4月25日 ふれあい給食 神戸女子大学 須磨区民と交流 コンサート
5月25日 ミニコンサート シーパル須磨 シーパル須磨 ミニコンサート
5月25日 ローズフェスタ 須磨離宮公園 須磨離宮公園 コンサート
10月12日 ミニコンサート シーパル須磨 シーパル須磨 ミニコンサート

手

　
　話

　
　部

4月6日 さくらまつり 妙法寺川公園 実行委員会 須磨区民と交流

5月25日 ローズ・フェスタ 須磨離宮公園 入園一般市民 手話コーラス発表

7月26日 子ども向け手話講習会 兵庫区役所地下
社会福祉協会・手話サー
クル「あしの会」・神戸
ろうあ協会兵庫支部

講習会補助

8月10日 板宿夏祭り 板宿商店街 商店街祭り実行委員会 運営補助
9月5日 ことばと聾見学 ことばと聾学校 ことばと聾学校 児童の発表見学
9月12日 神戸聾交流 神戸聾学校 神戸聾学校 生徒との交流
10月26日 こばと公開デー ことばと聾学校 ことばと聾学校 児童の発表見学
12月6日 高倉台児童館の会 高倉台児童館 高倉台児童館 児童の発表見学
12月14日 難聴者協会クリスマスの集い 難聴者協会 神戸市立婦人会館 交流・手話コーラス発表
12月20日 高倉台サークル発表会 高倉台会館 高倉台会館 交流・手話コーラス発表

3月10日 長田南小学校ゲストティーチ
ャー 長田南小学校 長田南小学校 交流・手話コーラス発表

3月28日 子ども向け手話講習会 兵庫区役所地下 社会福祉協会 講習会補助

クラブ・同好会の年間地域活動

（例Ｃ）
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月　日 事　　業　　名 場　所 交　流　団　体 内　　容
空
手
部

１２月 納会 甲子園ノボテル 源流会 納め会
１月 交流稽古 須磨警察署内道場 源流会 交流稽古

デ
ン
マ
ー
ク
体
操
部

4月 つぐみ会健康体操 長田南小学校 つぐみ会 健康体操で交流
５月 つぐみ会健康体操 長田南小学校 つぐみ会 健康体操で交流
４月 白鷺城フェスティバル 姫路城 フェスティバル実行委員会 会場スタッフ

5月17日 神戸祭り 須磨離宮公園 須磨区役所 体操発表

6月 つぐみ会健康体操 長田南小学校 つぐみ会 健康体操で交流

7月 つぐみ会健康体操 長田南小学校 つぐみ会 健康体操で交流

8月 つぐみ会健康体操 長田南小学校 つぐみ会 健康体操で交流

9月 つぐみ会健康体操 長田南小学校 つぐみ会 健康体操で交流

10月 つぐみ会健康体操 長田南小学校 つぐみ会 健康体操で交流

11月 つぐみ会健康体操 長田南小学校 つぐみ会 健康体操で交流

12月 つぐみ会健康体操 長田南小学校 つぐみ会 健康体操で交流

1月 つぐみ会健康体操 長田南小学校 つぐみ会 健康体操で交流

2月 つぐみ会健康体操 長田南小学校 つぐみ会 健康体操で交流

3月 つぐみ会健康体操 長田南小学校 つぐみ会 健康体操で交流

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト

3月3日 林野火災訓練山火事防止広報活動 須磨山 実行委員 参加
3月21日 あじさい園整備ボランティア 須磨離宮公園 実行委員 整備
5月17日 神戸祭り 須磨離宮公園 地域実行委員 運営参加・補助
6月1日 須磨山クリーン作戦 須磨山 神戸少年団 参加
9月7日 須磨海岸清掃 須磨海岸 地域ボランティア実行委員 参加
11月1日 ふれあいフェスティバル 兵庫県福祉センター 須磨ロータリークラブ 運営補助・演技
12月23日 傘亭復元工事の竹穂づくり 須磨離宮公園 実行委員 参加
2月28日 森の倶楽部作業打合せ 須磨離宮公園 森の倶楽部員 参加
3月1日 高倉台梅見の会 高倉台児童館 高倉台梅見の会員 運営参加
3月22日 須磨楽博 須磨離宮公園 実行委員 参加
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地 域 連 携 地域学習 1 日 レポート

活動内容

活 動 時 間

主 催 団 体

活動施設名

T E L ：

平成 20 年 天候

参加事業名

主な地域学習の活動
形態（ ＡＢＣ D ）

担当教員

時間・場所 活動プログラム

一日を通しての感想

６月26日㈭ 晴れ

 Ｃ 

11：00～14：00

学校法人西須磨幼稚園

学校法人西須磨幼稚園

11：00～12：30
園庭

（年少全クラス）

12：30～13：20
さくら組のお部屋

13：20～14：00
さくら組のお部屋

水遊び（家庭用サイズのプールを使って）
・私は水遊びをしない園児と一緒に砂あそびをした。
・着替えの手助けなど。

昼食
・手洗い、準備、昼食、歯みがき、片付けの補助
・テーブルではなく、ビニールシートの上で昼食
・食べた子からブロックや折り紙などの自由遊び

手あそび（１と５でたこやき食べて）
絵本（地獄のごんべえ）
帰宅準備 

　今日は初めて年少のクラスに行かせていただいた。今まで２、３才児、年中にいかせてもらっ
たことがあるが、両方とも全く違っていて驚いた。こりすクラスに比べるとしっかり主張でき
るし、運動能力も高い。しかし、年中に比べると、服が一人で着脱できなかったり、うまく友
達と遊べなかったりなど。発達の過程が見られてとても勉強になった。改めて、子どもの成長
は早いと思った。
　今日、一番印象的であったことは、子ども達の虫に対する反応であった。私が気づかないよ
うなアリを発見したり、ちょうちょうを見つけて追いかけたりして、とても興味を示していた。
　私は今は苦手になってしまったが、幼いころは私も虫が大好きだった。こうした子どもの好
奇心を大切にすることは大事だと思う。だから、少し虫ギライを直していきたいと思った。

保育ボランティア

地域学習1日レポート

活動内容

活 動 時 間

主 催 団 体

活動施設名

T E L ：

平成 20 年 天候

参加事業名

主な地域学習の活動
形態（ ＡＢＣ D ）

担当教員

時間・場所 活動プログラム

一日を通しての感想

７月31日㈭ 晴れ

 Ｃ 

13：00～17：00

学校法人　西須磨幼稚園 

学校法人　西須磨幼稚園

教室
13：00 
14：00 

運動場
14：30

教室
15：00 

16：00 

16：30 

17：00

教室内で自由に遊ぶ
（ブロック、お絵描き、おり紙、ままごと、ぬいぐるみ、絵本）
お片付け

運動場で自由に遊ぶ（砂場、遊具、虫探し）
・帽子をかぶる　・虫よけスプレーをしてもらう

おやつ（ゼリー、クッキー）
食べ終わった子から自由に遊ぶ

お片付け

ビデオ鑑賞（アンパンマン）

お迎えが来た子から帰る
　 ～

　今まで保育園でのボランティアはしたことがあったが、幼稚園でのボランティアは今回が初
めてであった。
　夏休みに入っているため、様々な年齢の子がいるクラスでの活動であった。その中でも４歳
の男の子で少し知的障害のある子を見ておくよう頼まれた。ボランティア初日で、障害のある
子と接するのは初めてだったので、最初はとまどったが、子どもたちの方から近寄って来てく
れて嬉しかった。見た目も、友達と遊んでいる様子も障害があるようには見えないが、突発的
に泣いたり騒いだりすることがあり、先生たちの接し方を見てとても勉強になった。

保育ボランティア
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地 域 連 携 地域学習 1 日 レポート

活動内容

活 動 時 間

主 催 団 体

活動施設名

T E L ：

平成 20 年 天候

参加事業名

主な地域学習の活動
形態（ ＡＢＣ D ）

担当教員

時間・場所 活動プログラム

一日を通しての感想

８月２日㈯ 晴

 Ｂ 

12：00～16：30

神戸諏訪山児童館

神戸諏訪山児童館

12：00～13：30 
児童館の中

13：30～14：15 
児童館の遊戯室

14：15～15：30 
外

15：30～16：30 
児童館の外と中

・会場の準備、設置
　かざりつけや、ビニールプールの水はりなど

・夏まつり開始
　各模擬店のサポート
　ボール、紙皿フリスビーを投げて穴に入れるゲームのサポート
　半券を切る、ボールをわたす、ボールをひろう、景品ひきかえなど
　子どもたちへの声かけ

　水風船つりのサポート
　半券を切る、つり糸（？）とバケツをわたす、ルールの説明など
　つり糸をわたすときに注意をする。
　子どもたちへの声かけ

後かたづけ
会場のかたづけ（ビニールプールの水ぬき、暗幕を外す、かざりつけをは
ずすなど）

　今回、こういった夏祭りのボランティアに行くのは初めてで、どんなことをするのか、楽しみな部分も
ありつつ、不安もあった。集合してまずは会場設営。子どもたちが集合するまでに、かざりつけをした。
室内だけではなく、ヨーヨーつりがあったので、屋外も夏まつりっぽくしていった。子どもたちが集まっ
てくる中で、「私もする!!」といって手伝おうとしてくれる子どももいた。
　夏まつりがはじまってからは各コーナーごとに子どもとお母さんがわかれて運営し、人手の足りないと
ころへのサポートをした。まずは、「くいしんぼうおに」というゲーム。ダンボールに描かれている鬼の口
の中にボールやフリスビーを投げる。ゲームのときは、半券をもらってボールと交換になるが、長い列が
できてしまうと、そのボールがまわらなくて大変であった。また、どこに入ったかきちんと見ていなかっ
たり、ボールをひろったりしていると、どの子にどの景品をわたすのかが、混乱してしまう状態がおきた
りもしてしまった。後半はヨーヨーつりの方にまわったが、子どもたちが、自分から積極的に運営に取り
くんでいる姿を見ると小学生でも、すごくしっかりしているなと思った。
　後かたづけも、子どもたちが積極的に取りかかっている姿がとても印象的であった。こういった企画を
するとき、準備、片付けはもちろん、時間の設定などいろいろなことに気をつけなければならないのだと
いうことを実感した。また、こういったイベントにも積極的に参加していきたいと思った。

諏訪山　夏祭り

地域学習1日レポート

活動内容

活 動 時 間

主 催 団 体

活動施設名

T E L ：

平成 20 年 天候

参加事業名

主な地域学習の活動
形態（ ＡＢＣ D ）

担当教員

時間・場所 活動プログラム

一日を通しての感想

11月30日㈰ 晴

 Ｃ 

13：00～15：30 

NPO法人　社会還元センターグループわ

須磨区一の谷プラザ

13：00
～15：30 
須磨区

一の谷プラザ

・仕分け
　おもちゃの整理

・受付
　スタンプ押し
　おもちゃの受け渡し

・オークション
　手伝い

・片付け

　かえっこバザールは３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の精神で行われている活動
であった。自分がもう使わなくなったおもちゃを持参してポイントに換え、他の人が持ってき
たおもちゃをポイントで買うというもので、みんなにとっていい取り組みだと思った。また、ワー
クショップとして昔のおもちゃを紹介していて良かったと思う。

かえっこバザール
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地 域 連 携 地域学習 1 日 レポート

活動内容

活 動 時 間

主 催 団 体

活動施設名

T E L ：

平成 20 年 天候

参加事業名

主な地域学習の活動
形態（ ＡＢＣ D ）

担当教員

時間・場所 活動プログラム

一日を通しての感想

９月５日㈮ 晴

 Ｃ 

9：00～12：00

ポートピア保育園

9：00

運動場

9：30

ぺんぎん組
の部屋　　

10：00

隣の公園

10：45

11：15

食堂

12：00

・自由遊び

・手洗い、絵本を読んでもらう、誕生日の子を祝う

・カエルさんごっこ（体を動かしてする）

・着がえ、シャワー

・園児の食事

・帰宅

　３歳児を担当した。１才児の子たちよりも、一人で出来ることが多いと感じた。「お姉ちゃん」
や「先生」と言ってもらえてうれしかった。話しもたくさん出来たと思う。集団で体を動かし
たりしていたのだが、中に入りたがらない子がいた。「やりたくない」と言って違うことをして
いたが、先生が「一緒にやろう」と誘導してくださったので良かった。私一人なら、そのまま
一人で違うことを続けていただろう。誘導の仕方を考えなければならないと思った。食事の時、
「食べたくない」とぐずっていた子が、私が食べさせたら全部食べることが出来た。すごくう
れしかった。楽しそうに過ごしている園児の顔を見ることが出来てよかった。

地域学習1日レポート

活動内容

活 動 時 間

主 催 団 体

活動施設名

T E L ：

平成 20 年 天候

参加事業名

主な地域学習の活動
形態（ ＡＢＣ D ）

担当教員

時間・場所 活動プログラム

一日を通しての感想

６月14日㈯ 晴

 Ｃ

11：30～17：00

神戸市立中央市民病院

11：30

11：40

501会議室

11：55 

14：50 

15：05 

17：00頃

「川崎重工(株)鉄道研究同好会による鉄道模型イベント」
ボランティアルーム集合

ボランティアオリエンテーション
　（イベントの内容説明、走行会担当者等との顔合わせ）

活動開始
　会場誘導・出入り口でのあいさつ等
　アンケート＆来場者多数の記録
　車椅子誘導・介助補助など
　エレベーターでの見送り

休憩

会場内誘導・付き添い
　ペーパークラフトやぬりえなどを子供たちとするなど

イベント終了、片付け後、解散

　病院のイベントに参加させていただいた。鉄道模型のイベントであったので、子どもづれの
家族がとても多かった。一番驚いたのは来場者数の多さ。休日、そんなに多くの人が来るのかな？
と思っていたが、およそ300人の方が来られた。出口で「どうでしたか？」とたずねると、皆さ
ん楽しかったと笑顔で答えてくれた。入院している方も多勢来られていたが、一般の方もとて
も多かった。病院の中でも“地域”というものを感じた。また、鉄道模型を持って来て下さり
朝早くから組み立て、準備しておられる同好会の皆の姿を見て、ボランティアって本当にあた
たかいものだな、と感じた。初めは緊張していたが、声かけなどが最後の方では少ししやすくなっ
た。いい経験をさせていただいた１日であった。
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地 域 連 携 地域学習レポート

地域学習の活動で一番
印象に残っていること
を記述してください。

地域学習の活動から学
んだこと（地域行事や
イベントとの関わり、
プログラムの実施、地
域の人々との関わり等
から学んだこと）につ
いて記述してください。

将来この地域学習での
経験をどう生かします
か？

地域学習の活動と学業
の両立の困難点、課題、
また地域学習というシ
ステムの課題について
記述してください。ま
た、改善点があれば記
述してください。

その他、地域学習につ
いて何かあれば自由に
記述してください。

1

2

3

4

5

●教育学科 2回生　●参加回数（15回）

　一番印象に残っていることは、子どもの成長です。５月から続
けて同じプログラムに行っていたので、毎週行くたびに変化があ
り、それを発見したときは、すごく嬉しく感じました。２歳児の
子は少しずつ、０歳児の子は行くたびに大きな変化があり、驚き
ました。特に、夏休み前に首も座っていなかった子が、夏休み明
けに行ってみると、座ってハイハイしていたり、つかまり立ちを
しようとしていたことが印象に残っています。毎回の活動はもち
ろん先生の工夫がいろいろあり、親子の笑顔がとても素敵でした。

　「すこやかクラブ」では、主に赤ちゃんのおもりをすることが多かったけ
れど、今までそういった機会がなかったので、接し方や抱き方など勉強に
なりました。また、お母さん方と交流する中で、地域の様子や、子どもた
ちの様子などを知ることもできました。そして、先生のサポートとして、
いろんな準備をしていると、１時間の活動のためにどれだけ時間がかかっ
ているのだろう…と思いました。「すこやかクラブ」では子ども同士の交流
はもちろん、お母さん同士の交流や学ぶ場というのを目的としているため、
地域の輪も広がっていくのだろうなと思いました。
児童館での活動が多かったので、子どもと関わることが多く、その中で、
どうしたら楽しんでもらえるか、どう接していくか、という点については
すごく学ぶことが多かったです。
　すべての活動を通して、どの活動をするにもたくさんの人の力があって
こそ、できるものだと感じました。

　地域学習でたくさんの人と関わることができました。また、１
つのプログラムを計画するには、準備をしっかりして取り組んで
いかなければならないということを実感しました。将来、私は幼
稚園か保育所に就職したいと考えています。その時に、子どもと
の関わり方、お母さんとの交流、地域の方々との連携など、学ん
だことをしっかりと生かしていきたいと考えています。実際の現
場に出たときに、毎回の活動の反省点をふまえて、活動していき
たいと思います。

　部活を通して活動していたので、とてもやりやすかったと思い
ます。同じ活動に毎週参加することで、見えてくるものもあったり、
ちょっとしたことに気がつく反面、もっとちがった活動にも参加
していけばよかったかなと思いました。

　地域学習によって、ボランティアなどの活動に積極的に興味を
もって活動していきたいなという気持ちが、今まで以上に強くな
りました。
　私は下宿生なので、この辺りの地域について知ることができ、
とても良い経験ができたと思います。

地域学習レポート

地域学習の活動で一番
印象に残っていること
を記述してください。

地域学習の活動から学
んだこと（地域行事や
イベントとの関わり、
プログラムの実施、地
域の人々との関わり等
から学んだこと）につ
いて記述してください。

将来この地域学習での
経験をどう生かします
か？

地域学習の活動と学業
の両立の困難点、課題、
また地域学習というシ
ステムの課題について
記述してください。ま
た、改善点があれば記
述してください。

その他、地域学習につ
いて何かあれば自由に
記述してください。

1

2

3

4

5

●教育学科 2回生　●参加回数（15回）

　西須磨幼稚園で、たくさんの子ども達と関わることができたこ
とです。年齢や、個人個人によって子どものできること、出来な
いことがこんなにも違うのか、ということに気づかされました。
将来のためにも、子ども達と多く関わることができて、良い経験
になりました。

　幼稚園の先生方から子ども達との関わり方について学びました。
何かトラブルがあったときの対応、コミュニケーションのとり方、
絵本の読みきかせなどの技術面まで、とても参考になりました。
また、幼稚園だけではなく、地域の方は皆温かくて、ボランティ
アをする側の私達もやりやすかったです。私も地域の方々のよう
に、誰とでも優しく対応できるようになりたいと思います。

　今まで、遠い存在だった幼稚園が、生の現場へ行くことで、一
気に近づきました。今までの活動を通して感じたこと、学んだこ
とを忘れず、将来の夢につなげていきたいと思います。

　私は幼稚園にボランティアに行っていたので、ポイントはとり
やすかったのですが、そうでない友達はなかなか難しかったよう
です。もう少し、紹介していただけるイベントが多くあると助か
ると思います。

　地域学習があることによって、多くのボランティアに参加する
ことができました。おそらく、これを履修していなければ、自分
から「ボランティアをしよう」と動くことはなかったと思います。
良い経験ができました。ありがとうございました。
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地 域 連 携 地域学習レポート

地域学習の活動で一番
印象に残っていること
を記述してください。

地域学習の活動から学
んだこと（地域行事や
イベントとの関わり、
プログラムの実施、地
域の人々との関わり等
から学んだこと）につ
いて記述してください。

将来この地域学習での
経験をどう生かします
か？

地域学習の活動と学業
の両立の困難点、課題、
また地域学習というシ
ステムの課題について
記述してください。ま
た、改善点があれば記
述してください。

その他、地域学習につ
いて何かあれば自由に
記述してください。

1

2

3

4

5

　保育所の子に折り鶴や竹トンボをもらったことです。子どもた
ちが一生懸命作ったものをくれるなんて、大切な宝物です。初め
の顔と名前が一致しなかった頃と比べて少しずつ信頼関係が築け
ていたのかもしれません。
子どもたちが「作ったものをあげたい人」と思ってくれたのなら、
保育所のボランティアの評価は花丸だと思いました。

　バイトなどお金をもらわずに働く、お手伝いするという経験が
できてとても良かったです。お金ではなく、たくさんの人の笑顔
や感謝の気持ちが頑張ったことへの報酬となるのだなと身をもっ
て学べました。
　また、地域のいろいろな行事を知ることができ、15 個のポイン
トとは関係なくボランティアをしたいと思ったり、いろいろな行
事に参加していろいろな経験をしてみたいという好奇心が湧いた
りしました。

　就職して辛くなったとき、このボランティアで学んだ事を思い
出したいと思います。
　お金を得る為だけでなく、人々の笑顔の為に頑張るのだという
ことを、これがきれい事ではないということを学べて本当によかっ
たです。

　週に１回のペースで行っていたので、学業との両立も困難なく
半期でポイントを集めることができました。
　もっとたくさんの学生たちに知ってもらうことが課題だと思い
ます。
　私も３回生になって初めて知ったので、知らない学生もたくさ
んいると思います。

　とてもいいシステムだと思います。
　ボランティアに行きたいと思っていたときに地域学習を知り、
単位がもらえて、ボランティアに行った証となるので、一石二鳥
だと思いました。
　私の場合はボランティアに行きたいと思い、その次に地域学習
を履修しようと思いましたが、地域学習をとってボランティアの
楽しさや喜びを知るということもあると思います。

●教育学科 3回生　●参加回数（15回）

地域学習レポート

地域学習の活動で一番
印象に残っていること
を記述してください。

地域学習の活動から学
んだこと（地域行事や
イベントとの関わり、
プログラムの実施、地
域の人々との関わり等
から学んだこと）につ
いて記述してください。

将来この地域学習での
経験をどう生かします
か？

地域学習の活動と学業
の両立の困難点、課題、
また地域学習というシ
ステムの課題について
記述してください。ま
た、改善点があれば記
述してください。

その他、地域学習につ
いて何かあれば自由に
記述してください。
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2

3

4
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　自然学校が一番印象に残っています。
　５泊６日も子どもと宿泊できる機会はなかなかないので、本当
に貴重な体験でした。

　イベントは、当日よりも、その前にかける時間が多く、プログ
ラム決めの大変さを学びました。
　地区水泳は、保護者の方も見にきていて、地区の子どもたちの
対応をしてくださりました。学校と保護者は、協力し合うことで、
子どもを守っているのだなと感じました。

　１人の力だけでなく、協力しあいたいと思います。
　地域のイベントは、たくさんの人の力で成り立っていることが
わかり、私も地域の力になれるような活動をこれからもしていき
たいと思います。

　自然学校は６日もあり、平日に学校を休むことは厳しかったで
す。

　ボランティア活動をしているので、活動が単位に結びつくこと
が良いなと思います。

●教育学科 4回生　●参加回数（15回）
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学生による授業アンケートの
理論・手法・活用

第４分科会

大塚　雄作 （京都大学高等教育研究開発推進センター 教授）

福永　栄一 （大阪成蹊大学現代経営情報学部 准教授）

小田　隆治 （山形大学高等教育研究企画センター 教授）

松本和一郎 （龍谷大学理工学部 教授・大学教育センター長）

報 告 者

概　要

コーディネーター

　第１に、授業アンケートから何が読み取れて何が読み取れないかについて、
理論面と、実践を通じた結果分析の面からご報告いただく。「学生による授
業アンケート」については、未だに「意味が無い」という声もあるし、授業
アンケートだけで教員の教育貢献度を測る大学もある。今一度、原点に返っ
て考える。第２に、「学生による授業アンケート」の手法を考える。授業ア
ンケートを紙ベースで行うことは、資源浪費・集計に手間取る・費用がかさむ、
という３点で改善が望まれる。WEB によるアンケートは回収率の低下が課
題となる。その点、携帯電話によるアンケートは回収率の低下を回避しつつ、
上記の課題を克服できる手法である。第３に、「学生による授業アンケート」
の教員組織としての活用の実践報告をいただく。授業アンケートの結果を
個々の教員にフィードバックするところで終わってしまう大学が多い。多大
なエネルギー・資金を注ぎこむ授業アンケートであるから、さらに「ファカ
ルティによる活用」に繋げなければもったいない。午後はこの３つのテーマ
について小グループに分かれて自由討議とその報告行う。
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